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平成24年度の「麦の需給に関する見通し」 
について

3月28日に「食料・農業・農村政策審議会食糧部会」が開催され、平成24年度の「麦の需給に
関する見通し」が政府により決定された。「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」第
41条に基づき農林水産大臣は、麦の需給及び価格の安定を図るため、毎年3月31日までに、
麦の需要量、生産数量、輸入数量、在庫数量等に関する事項を内容とする「麦の需給に関す
る見通し」を定めることになっている。さらにこの需給見通しに基づいて政府は麦の供給が
不足する事態に備えた備蓄の円滑な運営を図るとともに、麦の適切な輸入及び売渡しを行う
わけである。
まず平成24年度の小麦需給について見てみると、国内産小麦及び外国産小麦を合わせた小
麦の総需要量は561万トンに設定されている。これは平成19年度から23年度までの過去5年間
のうち国際価格の高騰により政府売渡価格が上昇し、需要量が減少した平成20年度及び東日
本大震災による一時的な需要増等により需要量が増加した平成23年度を除いて算出した3ヵ
年の平均需要量として計算したものだが、平成23年度見込みが574万トンであったことから
すると13万トン減少することになる。次に国内産小麦の供給量についてであるが、平成24年
産の食糧用小麦供給量を78万トンと見込み、そのうち24年度中の食糧用小麦の流通量として
24年産で36万トンと、23年産からの在庫量38万トンの合計である73万トンを見込んでいる。
また、従来なかった新たな供給内訳として24年度から米粉用国内産米5万トンが計上されて
おり、結果外国産小麦の需要量は、総需要量である561万トンから国内産小麦流通量73万ト
ン及び米粉用流通量5万トンを差し引いた483万トンとなっている。さらに外国産食糧用小麦
の輸入量は、需要量の2.3カ月分として設定されている備蓄目標数量が23年度から5万トン減
少した93万トンに設定されることになったため、需要量である483万トンから5万トンマイナ
スの478万トンになっている。
以上が24年度の見通しであるが、ここで幾つかの課題について整理してみたいと思う。ま
ず第一点目は、供給量の大宗を占める外国産食糧用小麦の安定的な輸入についてである。小
麦の輸入及び安定供給については、「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」の第1条
（目的）において「この法律は、主要な食糧である米穀及び麦が主食としての役割を果たし、
かつ、重要な農産物としての地位を占めていることにかんがみ、（中略）政府による主要食糧
の買入れ、輸入及び売渡しの措置を総合的に講ずることにより、主要食糧の需給及び価格の
安定を図り、もって国民生活と国民経済の安定に資することを目的とする。」と、政府の責務
であることが明記されている。最近の小麦の国際需給について見てみると、2009年度以降期
末在庫率は30％を超える安定した状況になっている。しかし、2006年から2008年にかけては、
旱魃による豪州の不作やヨーロッパでの天候不順等の影響で期末在庫率も20％程度にまで落
ち込むことになった。また、最近では2010年のロシアの旱魃による穀物の禁輸措置に端を発
した相場の高騰など記憶に新しい。さらに我が国が輸入している高品質の小麦について見る
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と、2008年の初頭にミネアポリスの米国産春小麦の先物相場が異常なまでに値上がりしたが、
その際に日本向け春小麦の現物在庫も逼迫し現物の確保に関係者が相当苦労したとのことで
ある。また、昨年には豪州で生産されている日本麺用の高品質小麦の供給がタイトになり安
定供給のために関係者が知恵を出し合って乗りきる場面もあった。我が国は、米国、豪州、
カナダの3カ国から小麦を輸入しているが、豪州においては以前政府の許可を受けた組織で
あるＡＷＢのみが原則小麦を輸出できたが2008年以降自由化されている。また、カナダにお
いても法律改正でカナダ小麦局のみが小麦を輸出するという仕組みが今年7月末で廃止され
ることになっている。カナダ小麦の輸出について今後どのような流れになるのか不明だが、
豪州の事例を振り返ってみても例えば産地における小麦の流通に問題が生じた場合、どこが
交渉相手になるのか等が課題になると思われる。今後も日本向けの高品質小麦を安定的に確
保できる体制を堅持したいところであるが、そのためにも当局においては輸出国の関係者と
の間での安定供給に向けた施策等積極的に進めて頂きたいと考えている。
第二点目は、外国産食糧用小麦の備蓄水準についてである。平成24年度の備蓄水準につい
ては、需要量の2.3ヶ月分に当たる目標数量93万トンと、23年度の目標数量を5万トン下回る
ことになったが、総需要量の減少や国内産小麦の供給拡大等が減少の要因となっている。備
蓄は、不測の事態が生じた場合でも外国産食糧用小麦の安定供給を確保するため国全体で必
要な数量について実施されるが、平成16年度以前では需要量の2.6ヶ月分が備蓄保有水準と
なっていた。最近の穀物の国際動向を見てみると毎年のように繰り返される各産地での天候
不順、新興国の台頭による穀物需要の拡大、バイオエネルギーの原料としての使用増大等従
来にない新たな要因で動いており、また小麦輸出国の制度変更など不安定要因が多くなって
いる。さらに国内産食糧用小麦においても豊凶の差が激しく、特にここ数年は不作が続き当
初需給見通しで織込んだ流通量を収穫時には大きく下回る結果となっている。当局において
は国内及び各産地国の状況等の把握と合わせて、不安定感が増す国際状況の中、高品質な小
麦が安定的に供給されるよう備蓄制度の弾力的な運用を是非お願いしたいところである。
第三点目は、米粉用国内産米についてである。政府は平成24年度の「麦の需給見通し」にお
いて初めて米粉用国内産米を外国産食糧用小麦の輸入に置き換える形で5万トン計上した。
米粉用国内産米については、平成22年度に策定された「食料・農業・農村基本計画」において
食料自給率向上の観点から条件付きながら平成32年度には50万トンにまで拡大させる見込み
となっている。一方製粉産業は、国内産小麦の需要を拡大すべく外国産小麦との配合や国内
産小麦単独での使用を通して用途開発を進め、ユーザーに粘り強く紹介しながら自給率の向
上に努めているところである。さらに小麦粉需要については関係者が過去長い時間をかけて
パンや麺等に最適な小麦の品種改良や、ピンポイントの需要に応じた小麦粉の技術開発を行
いここまで伸ばしてきた経緯がある。米粉用国産米の拡大については単に自給率向上のため
の小麦粉の代替ということでは難しい。小麦粉とは全く異なる商品特性を生かした米粉の新
製品や新規需要が開発され、さらに小麦粉の需要拡大にも結び付くという方向で進められる
よう是非関係者にお願いしたい。
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1　3.11がもたらしたもの

東日本大震災が発生して1年が経過した。

今回の震災は、未曾有の災害と言われている。

「未曾有」とは、「未だかってない」、「これまで

経験のない」という意味であるが、その規模と

範囲、さらには原発事故への波及など、きわめ

て多岐・多大な分野に影響を及ぼしている。

特に、津波の被害は甚大で、被災地は景観的

にも別世界になっている。1年を経た現在、津

波の被害地以外は外観上ほとんど災害の爪痕は

確認できないほど回復しているが、津波により

建造物等が流失した地域は未だに再起の兆しす

らない箇所も少なくない。すなわち、同じ県内

でも津波被災地とそれ以外ではくっきりとした

差がありその中間が無い、というのが今回の特

徴である。

地震発生の3月11日は、雪が舞い被災日を象

徴した寒々とした一日だった。被災地域の住民

は、翌日から、電気、ガス、水道といったライ

フラインストップの状態での生活が強いられ

た。

特に、食料は毎日必要なものであり、その確

保にも皆が奔走した。普段当たり前に手に入る

食パンや野菜・果物はもとより、中でも肉・魚

といったたんぱく質系の食材が手に入らなかっ

た印象が強く残っている。

こういう現象は、神戸の震災時にも見られた

が、通常時において我が国民は「平成米騒動」と

いわれた平成5年（1993年）の全国的な米不足現

象以来体験したことはないと思われる。

今回、我々はまさに未曾有の被害体験をする

とともに、何でも不自由なく手に入る生活が、

一転して何も手に入らない生活に変わったとい

う貴重な経験もしたことになる。

ただ、少し落ち着いた現時点で考えてみると、

震災直後あれだけ「無いと不便」と感じていたガ

ス、水道も、仮に井戸の水汲みや薪を割って米

を炊いていた時代であれば、それほど不自由ど

ころか大した影響が無かったのではないだろう

か。しかも、こういう井戸水や薪による生活は、

団塊の時代世代以上の人はほとんど体験してお

り、さほど大昔のことではなく、電気でさえ長

い人類の歴史からみれば、つい半世紀～1世紀

前に生活に入り込んだものである。ちなみに、

明治40年頃の我が国における電気の普及率は2

％程度であったが、昭和2年には98％と飛躍的

に伸びた1）。しかし、当時の家庭での電気利用

目的のほとんどが電灯であり、洗濯機、冷蔵庫、

テレビといった主たる家庭電器製品が普及し始

めたのは昭和30年代半ば以降である。

食べ物も上記ライフライン同様、今回の震災

により価値の再発見がなされた。たとえば、消

費者にとって日常食として常に近くにあった牛

乳がなかなか手に入らないという現象がみられ

た一方で、同じ市・区内の乳牛を飼っている農

家では、原乳の回収システムが崩壊したことか

ら、泣く泣く搾った乳を毎日捨てていたという

状況であった。

一方、食産業界の被害は、単に東北地域に限

らず全国にも派生した。

震災復興を踏まえた食産業振興の動向

池　戸　重　信
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たとえば沿岸域に立地していた容器包装工場

が津波の被害により機能しなくなったために、

被災地のみならず、他の地域において正常に稼

動していた食品工場の製品が出荷できない現象

もみられた。

現在の食産業は、効率化の追求のために分業

化、多段階化が進展した結果、利便性と同時に

今回のような災害が発生した場合、全国のフー

ドチェーンにおいて上記のリスクも抱える構造

となっていることを示し、今後のリスク分散の

必要性が求められることとなった。

このように、今回の大災害は、我々に甚大な

被害とともに、食べ物の有り難さや供給体制の

課題等大きな教訓も与える結果となった。

2　東北地域における食産業の位置づけ

東北地域の食産業は我が国の食料基地といわ

れてきた。農業産出額は平成22年に1兆3,116億

円を示し、全国に占める割合は16％となってい

る。農業産出額のうち米の占める割合は36％と

全国の割合（22％）よりも格段に高い。

東北6県における県別の農業産出額第1位の品

目を見ると、秋田、岩手、宮城、山形及び福島

の5県はいずれも米となっており、青森県のみ

がりんごがトップを占めている。

また、米がトップを占める5県のうち、畜産

のウェートが高い岩手を除く秋田、宮城、山形

及び福島の4県は、農作物全体に占める米の割

合はいずれも5割以上を示している。

一方、東北の農業産出額は、約四半世紀前の

昭和60年に比べると38％減少し、全国の28％減

少に対し大きな落ち込みとなっている。特に米

の農業産出額については米価下落等により昭和

60年に比べて56％減となっている2）。

他方、東北地域の食品製造業は、平成21年の

出荷額が1兆8,770億円で、全国出荷額25兆5,338

億円の7.4％を占めるに留まっており、また食

品製造出荷額を昭和61年と平成21年の比較、す

なわち四半世紀間の推移で見ると、全国レベル

では20.9％増加したのに対し、東北地域は4.3％

しか増加していない。

すなわち、この四半世紀の間に、米の生産中

心の農業分野の出荷額は大幅に減少するととも

に、食品製造出荷額も微増に留まっている。

このように、東北地域の食産業は地域の基幹

産業であるにもかかわらず、従前から伸び悩み

の傾向が続いていたが、今回の震災により更に

大きなダメージを受けたということができる。

3　東北地域食産業の活性化政策の経緯

ところで、我が国におけるこれまでの産業振

興政策を振り返ると、長らく大都市部の工業が

中心となって活性化を図るいわゆる中央主力型

の推進方策がとられてきたが、90年代前半には

これら中央の大企業等を地域のコンビナート用

地などに分散化させて活性化を図る地域拠点化

政策への転換がなされた。

しかし、結果は工場が地域から一気に海外へ

移転するという皮肉な現象を示すこととなり、

いわゆる産業の空洞化がみられるようになっ

た。

こうした状況を踏まえ、その後は地域内発型

の活性化施策に移行することとなった。すなわ

ち、それまでのイノベーションの源泉を大企業

や巨大研究施設に求めていた方策から、地域の

大学・中小企業・ベンチャー企業等の交流によ

り地元の各種資源を活用する方策に転換するこ

ととなった。

こうした方針に基づき、食産業分野において

も、これまでにアグリビジネス創出事業、食料

産業クラスター事業、農商工連携推進事業など

として取組がなされてきた。
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また、特に農業分野においては、現在6次産

業化に関して積極的な取組がなされている。

これらの取組に共通しているのは、地域の「資

源活用」と関係者間の「連携」である。

農業・農村の6次産業化は、平成22年3月に見

直された「食料・農業・農村基本計画」において

も位置づけられている。すなわち、我が国の農

山漁村を再生させるため、意欲ある農林漁業者

をはじめ、地域の多様な事業者が、バイオマス

や太陽光・水力・風力等の再生可能エネルギー

だけでなく、農山漁村の風景、そこに住む人の

経験・知恵・伝統文化に至るあらゆる「資源」を

活用する事業を含めた新たなビジネスに取り組

めるよう、必要な支援策を講ずることを通じて、

農山漁村の6次産業化を実現する。

こうした取組によって、付加価値のより多く

の部分を農山漁村地域に帰属させ、農林漁業を

再び活性化するだけでなく、地域内に雇用と所

得を確保し、若者や子どもが希望を持って農山

漁村に定住できる地域社会の再生を実現する。

更に、これを通じて、化石燃料の消費削減、温

室効果ガスの吸収源としての役割の発揮、再生

可能エネルギーの供給といった側面で、地球環

境問題に大きく貢献していくとされている。

震災被災地の食産業は、1次産業及び2次・3

次産業ともに、個々の組織・企業そのものが解

体したところもあり、また機能の十分発揮され

ない状況に陥っている。

こうした状況の中、消費者ニーズに応える食

の提供を促し、活性化を図って行くためには、

あらためて地域が有する各種の「資源」を評価・

活用し、今まで以上に関係者間の「連携」を強化

していくことが求められる。

4　震災復興対策の動向

震災後から1年を経たこれまでの間、復旧・

復興政策は、直後の混乱等を経てようやく本格

的な取組が始まりつつある。

国レベルでは、平成23年11月1日に復興庁設

置法案が閣議決定され、同年12月9日に復興庁

設置法が成立した。これを踏まえ平成24年2月

10日に復興庁が発足し、本格的な復興対策が講

じられつつある。

同庁に、被災3県の復興局が置かれるととも

に、被災自治体においても、各々の復興計画が

策定された。

また、各県において被災市町村レベルでの復

興計画も策定されつつあり、徐々に対策の具体

化が図られてきている。

たとえば、平成23年11月に策定された「宮城

県震災復興計画」においては、「災害に強く安心

して暮らせるまちづくり」や「「復旧」にとどまら

ない抜本的な「再構築」」、「壊滅的な被害からの

復興モデルの構築」など5つの基本理念を掲げ、

特に産業対策としては、被災地の「復旧」にとど

まらず，これからの県民生活のあり方を見据え

て，県の農林水産業・商工業のあり方や，公共

施設・防災施設の整備・配置などを抜本的に「再

構築」することにより，最適な基盤づくりを図

る方針を打ち出すとともに、震災から10年後を

目途に、新たな制度設計や思い切った手法を取

り入れた復興を成し遂げることにより，壊滅的

な被害からの復興モデルを構築することを明記

している。

一方、東北農政局においては、平成23年9月に、

農学のみならず医学、工学をはじめとする幅広

い分野の専門家29名を委員として行政と大学等

とのネットワークを構築し、諸課題に対応する

ための「食料・農業分野における震災復興に向

けた専門家会議」を立ち上げた。今後、定期的

な意見交換を行い、専門的な知見を集積すると

ともに、政策に反映させることを目指したもの
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である。

他方、行政分野以外の民間レベルの自主的取

り組みも積極的になされ、その成果が期待され

ている。

例えば、被災した宮城県内の農業・漁業関係

者や食品関連産業者が連携して地域復興を目指

すことを目的とした「食のみやぎ復興ネットワ

ーク」もその一つで、コープ東北サンネット事

業連合が事務局となり、2011年7月2日に結成さ

れた。

同ネットワークは、 喪失した生産基盤の復

興・再生、宮城の新しい特産品作り並びに宮城

の食材を活用した商品作り及び食産業を励ます

商品作りを目指し、全国農業協同組合連合会宮

城県本部（ＪＡ全農宮城）、宮城県漁業協同組合

（ＪＦみやぎ）等の一次食産業関係組織をはじ

め、地元及び全国レベルの食品企業各社などか

ら構成され、平成24年3月17日現在での182の団

体及び企業が参画している。

具体的な取組としては、ネットワークに参加

する団体・企業等が、復興に向けた情報交換や

交流を進めるとともに、課題解決へ向けたプロ

ジェクトの提案を行うもので、すでに幾つかの

開発製品や販売計画が打ち出されている。

これまでにも、東日本大震災の被害を受けた

生産者と一緒に塩害に強い作物栽培などを進

め、再起の後押しをするとともに、「めぐみ野」

野菜の代替え産地づくりを進める「「めぐみ野

（産直）」野菜プロジェクト」や、全国2位の水揚

げ量を誇っていたものの震災によって壊滅的な

被害を受けた宮城のかきの復興及び「めぐみ野

（産直）かき」再興のために会員に産地の情報提

供を推進する「宮城のかき復興プロジェクト」、

更には、被災した農地に塩害に強い菜種を植え

ることで、耕作放棄地化を防ぐとともに、収穫

されたはちみつやなたねの商品化を通じて生産

者を支える「なたねプロジェクト」などが始動し

ている。

当該ネットワークの特長は、地域の食材・食

品及びこれを契機に新たに開発された優れた製

品を全国の生協会員に紹介し、その良さを理解

してもらうことにより販売拡大につなげようと

するものである。

このプロジェクトは、地域の産業の努力と全

国生協会員等の消費者が有する購買力との連携

が強みの取組として高く評価される。

また、同ネットワークには全国レベルの食品

企業も参加しているが、これらの企業は製品製

造量も大きいことから、この分野での地域食材

の原材料としての利用面での貢献もあるが、社

員数も少なくないことから全国の社員食堂にお

ける調理食材としての利用面でも貢献が期待さ

れている。

一方、地域資源の活用例として農林水産省の

補助事業である「食文化活用・創造事業」も期待

される取組である。当該事業は、地域の生産者

と外食企業者が連携し、地元で採れる農産物や

水産物を活用して消費者ニーズに応えるメニュ

ー開発を行うというもので、平成22年度は「赤

皿貝弁当」や「蔵王釜シュー（生シュークリー

ム）」などのヒット作が生み出されている。

5　今後の東北地域食産業の潜在力

現在我が国の食産業の市場規模は約100兆円

と言われ、この35年間でほぼ2倍となっている。

ただし、消費者物価の変化を加味し、昭和50年

を基準にして平成20年とを比較すると、フード

チェーンにおける個々の段階の市場規模は図1

のようになっている3）。すなわち、農・漁業の

1次産業は実質落ち込んでいる。人口がさほど

増加せず、高齢化の進展により総胃袋の体積が

拡大しなければやむをえないという見解もある
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が、特に外食及び流通業といった2次及び3次産

業分野の伸びが著しいことは明らかである。す

なわち、このことは、1次産業から生み出され

た農畜水産物を材料として、2及び3次産業が飛

躍的に付加価値を付けて行った現象とも言え

る。現在推進している6次産業化はこうした考

え方による。

特に、東北地域においては、1次産業そのも

のが伸び悩んでおり、また2次・3次産業も必ず

しも十分な発展を示しているとはいえない。

しかし、前記のように同地域における食品製

造業出荷額すなわち2次産業の規模はこの四半

世紀の間で、全国レベルに比べ約5分の1の増加

率に留まっている。このように同地域の2次産

業/1次産業の比が全国平均に比べて低いという

ことは、逆に全国平均並みの付加価値を付け得

るキャパシティを有するということでもある。

また、たとえば米生産主体という特徴を、課

題（短所）と見るか、逆に得意とする米生産の実

績と実力を長所と見て如何に高付加価値化につ

なげるかという発想の違いにより、発展の可能

性も大きく異なってくる。米以外の作物への転

換という選択肢もあるが、米に力点を置き、米

粉の活用はもとより、糠に含まれる各種の機能

性素材や、籾や藁のバイオマスとしての活用、

更には需要が伸びている中食としての米加工品

としての工夫などトータルとしての「米コンビ

ナート」構想もあり得る。

一方、今回、大打撃を受けた水産業者の中に

は、内陸地区に避難して生活することで、その

地の農業者との交流が深まり、また互いに考え

方の違いに気がついたという事例が見られた。

これまで同地域においては、農業、水産業な

ど1次産業同士が、各々それなりの生業がなさ

れて経営がなされてきたためか、危機意識がさ

ほどなく、近くにいて意外に連携もなされてい

ないこともある。

いずれにしても、同じ県内又は東北地域内に

おける農作物と水産物との食材間のコラボ（水

平方向［ヨコ］の連携）や食産業の川上と川下と

の連携（垂直方向［タテ］の連携）については、ま

だまだ積極的に行う余地は十分あり、高付加価

値化への可能性も大いにあると期待される。

6　恒久的な食産業振興に向けて

上記のように、震災後1年を経た現在、未曾

有の被害を受け地域の食産業は苦しみながらも

将来に向かって着実に復興のための意欲的取組

を始めようとしている。

ただし、震災の有無に係わらず東北地域の食

産業の活性化については大きな課題となってい

たことも事実である。すなわち、今回の未曾有

図1　食産業各分野における市場規模の推移（消費者物価指数の変化を考慮）
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の禍を転じて福となすことが求められていると

もいえる。

震災後の食産業復興には、まずは被災者の生

活復旧を中心として新たな構想による町づくり

などの都市計画（建設・土木関係中心）に関する

ハードな対策が急がれるが、最終的にはその「上

物」ともいうべき産業の活性化が重要となる。

産業のうち、特に東北地域の食産業は基幹的

な位置づけにあり、かつ今回の被害規模も大き

い。こうした食産業の活性化のための具体的方

策内容としては、地域の食材などの地域資源を

活用しつつ、上記のタテ・ヨコの連携により開

発を推進し、全国的・国際的規模で販売促進に

つなげるとともに、県外からの観光客等顧客を

増やし、地元での宿泊、外食等の利用を増大さ

せることが求められる。しかも、一過性の振興

ではなく、恒常的な発展につなげることが重要

と判断される。

今回の被災によりに、全国レベルで多くの消

費者が支援的視点で見ており、国等の支援予算

を獲得しやすいという好条件下にある。

すなわち、被災地の食材や食品の優れた品質

や特性を知ってもらう絶好のチャンスでもあ

る。この場合、同情ではなく本当の良さをPR

することが重要であるが、特に全国の一般消費

者に評価してもらうには、被災地において、ま

た被災した企業として努力して開発・提供して

いる製品であることを、地域として統一的なシ

ステムで情報提供が重要と判断される。例えば、

わかりやすい再興（最高）マークを付した製品を

全国に提供することも考えられる。その場合、

製品には、必ず自慢や自信のある内容やセール

スポイント（「売り」）が1つや2つはあり、それを

PRとして保証する制度も有効と思われる。

さらに、恒常的な信頼を得るには、そうした

優れた品質や特長を「第三者認証」することが理

想であり、国際的にも信用面で有効である。

販路先を首都圏のみならず一気に海外へとい

うことは常に前提とすべきであり、そのために

は、これまで培われた我が国産の高い「安全性」

と「品質」に関する信頼性を、あくまでも心理的

ではなく客観的に維持・証明できるシステムを

構築していくことが重要となってくる。

たとえば、ＧＡＰ（適正農業規範・農業生産

工程管理）の普及が順調に進んでいるが、今後

導入されているＧＡＰの質が問われることにな

ると思われる。すなわち、これらの措置として

は、公的認証でなくとも民間の協議会などが認

証機関となることで、機能を発揮し得る。

いずれにしても、震災の影響は長期間に及ぶ

ことを前提にし、かつ全国の消費者の被災地に

対する意識が鮮やかなうちに、「本物」の良さを

知ってもらい恒常的な需要拡大につなげること

が重要である。この場合、当然のことながら、

消費者ニーズに合った製品の提供が第一条件と

なる。図2に示すようにこの四半世紀で飛躍的

に需要が伸びている品目は「その他の食料品」で

ある。すなわち、単一製品の大量・ロングセラ

ー提供の時代から、少量・多品目・短寿命化し

ていることは明らかであり、消費者ニーズのき

め細かな解析が鍵となり、その結果を商品開発

につなげていくことが有効であると判断され

る。

こうした商品開発には、図3のようなイノベ

ーションに関するＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルを的

確に回すことが重要となるが、特に我が国の国

民性としては、マニュアルに沿った対応、しか

も横並び主義的対応はきわめて適切であるが、

販売がうまくいかず失敗した場合の事後対策が

的確とはいえない状況が多々見受けられる。す

なわちＰ→Ｃまでは順調に行くものの、Ｃ→Ａ

が断絶されてサイクルを形成しないため、せっ
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かくの失敗が成功につながっていないことが多

い。

人間の発想にはそれほどの違いはなく、開発

の発想も同じようで、失敗することも同様にあ

り得ることである。重要なことは、失敗は当然

として次の成功へのステップにつなげることで

あり、そのためにはＣからＡの間にＢ、すなわ

ちBravery（勇気）を位置づけることにより

Benefit（利益）に結びつけることが求められる。
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資料：経済産業省「工業統計表」による
（4人以上の事業所）

注： 1）この資料による食品製造業とは、日
本標準産業分類の「食品製造業」と
「飲料・たばこ・飼料製造業」を合
わせたものから「酒類・たばこ・飼料」
を除いたものである。

 2）その他の食料品とは、めん類・レト
ルト食品・冷凍食品・豆腐・弁当・
そう菜等をいう。

 3）その他は、調味料・糖類・精穀・製粉・
植物油脂・清涼飲料・茶・コーヒー
をいう。

 4）増減率は、出荷額の増減率である。

図2　食品製造品出荷額の比較

図3　イノベーションサイクル
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当協会は、ホームページ開設当初、受信対象

者としては卸売業者、量販店を含む大手小売業

者、生産者団体、外食産業、その他米に関心の

ある団体・企業・個人を想定し、情報提供は米

穀関係に絞って取り進めてまいりました。

情報提供の内容としては、平成9年8月以降、

稲の生育状況に関しましては、主要産地品種（普

通期米11・早期米2）について、当該産地の代表

的圃場を選択のうえ、定点観測により生育状況

を写真に撮り画像で表示するほか、茎数・葉数・

穂数・草丈・穂長を計測し、これらのデータ・

播種日・田植日・幼穂期・出穂期・登熟期・被

害の状況等の生産情報を添えてホームページに

記載・紹介し、現在に至っております。

また、情報内容については随時ホームページ

の評価・確認を行い、掲載内容の修正、データ

の更新・追加を行うほか、新しい業務の紹介等、

情報内容の改善拡充に努めてまいりました。

しかし、米穀関係以外の方々、とりわけ麦関

連業界の方々から、麦の生育状況についても調

査を併せて実施することで、これまでとは違っ

た情報提供ができるのではとの、貴重なアドバ

イスを頂き、新たな事業として、麦の生育状況

調査を行い、ホームページ上で紹介することに

いたしました。

このため、平成22年産から小麦・二条大麦・

六条大麦・裸麦等、代表的な産地品種毎に当該

産地の代表的圃場を選択のうえ、定点観測によ

り生育状況を写真に撮り画像で表示するほか、

草丈・茎数・葉齢・有効穂数・稈長・穂長を計

測し、これらのデータ・播種日・出芽日・茎立

期・出穂期・開花期・予想成熟期・被害粒等の

情報を添えてホームページに掲載、情報提供し

ております。

その後、麦関連業界から調査銘柄および調査

時期について、特に出穂期から開花期・成熟期

にかけてのよりきめ細やかな情報を提供して欲

しいとの要望が出されたことから、平成23年産

においては、生育ステージの成熟期を特に重要

視することで、調査時期及び調査回数について

見直しを行いました。

また、調査項目、作柄状況については、外部

機関の調査データ、産地周辺の気象データとリ

ンクすることで関連情報を同時に確認ができる

ようにするとともに、その内容について画像に

より提供することで、麦関係取扱者等の方々に

幅広く活用していただくことが出来るようにな

りました。（別　添）

更に、今後は、各製粉業者及び麦加工業者等

からのご要請を踏まえ、調査対象麦種の拡大、

生育ステージおよびデータ項目の見直し等の改

善拡充に努めていきたいと考えています。

（ 一般財団法人日本穀物検定協会

業務部長 ）

国内産麦の生育情報の提供について

木　野　信　秋
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★デュラムを含めて小麦生産量は多いが、輸入

高蛋白小麦を配合して使う

小麦主産地のアナトリア台地では1万3千年前
に定着農業で小麦が生産され始めた。年によっ
て変動幅は大きいが小麦は増産傾向で、
2011/12年度の生産量は1,900万トン（うち、デ
ュラム小麦が300万トン）である。デュラムや東
部で生産される軟質小麦をシリア、イラク、イ
ランなどへ年に220〜400万トン（うち、デュラ
ム小麦0〜43万トン）輸出し、代わりに高蛋白の
硬質小麦をロシア、カザフスタン、ウクライナ
などから年に330〜360万トン輸入する。
主産地のアナトリア台地は大陸性気候なの
で、耐寒性のハードウインターとデュラム小麦
の生育に適しており、デュラム小麦は主に台地
の南東部で生産される。小麦作は降雨の量と時
期に依存するところが大きい。冬に降雨が多い
沿岸部は地中海性気候で、春小麦の栽培に適し
ており、普通白軟質ないし準軟質、クラブ、デ
ュラム、Bezostayaタイプのハードレッドウイ
ンター、メキシコタイプのソフトレッド小麦な
どが作られている。
農務省傘下の半独立機関であるトルコ穀物局
が、穀物市場安定と業界近代化を指向して中心
的な役割を果たしている。小麦市場価格が生産
コストに基づく基準レベルを下回った場合に
は、農家から買付ける。作柄が悪くて生産量が
少ない年には、小麦を輸入して製粉会社に供給
し、備蓄もする。この場合の輸入先の約80%は
黒海沿岸地域からである。在庫過多になった場
合には、輸出して調整する。主要港にサイロ、

倉庫、及び船への荷役設備を持ち、巨大な組織
にもかかわらず、動きが速いと言われている。
しかし、EUとの調和や世界的な自由化の動き
の中で、その機能は変化の兆しがある。
製粉会社は高品質のパン用粉製造で、国内産
小麦に輸入した高蛋白小麦を配合することが多
い。また、製粉会社が外国から直接輸入できる
量が増える方向にある。

★小麦粉消費量は高レベル

小麦の年間総消費量は約1,800万トン、食用
消費量は約1,400万トンで、国民1人当たり1年
の小麦食用消費量は約200キログラムであり、
世界でも最高レベルである。小麦粉生産量は増
加傾向で、年に約1,200万トンになった。パン
の1人当たり消費量は高レベルである。
小麦粉とデュラムセモリナが作られている。
小麦粉はパン用粉と特殊目的粉に分けられ、パ
ン用粉は製パンに適性がある小麦を挽いて得ら
れる製品、特殊目的粉はbaklava、börek、ビス
ケット、ケーキ、ペストリー、yufka、ピザ、ハ
ンバーガー、バラエティブレッド、膨剤添加粉、
特殊処理粉の製造に使われる粉、及びデュラム
小麦のクリアー粉である。小麦粉は異常な臭い
がなく、生虫がいないで、水分が14.5%以下で
なければならない。パン用粉は乾物量ベース灰
分量でタイプ550（灰分0.55%）、タイプ650（灰分
0.65%）、タイプ850（灰分0.85%）に分類される。
蛋白量はパン用粉では10.5%以上、特殊目的粉
では7%以上、粒度は212ミクロン（No.70）の篩
を98%以上通過することと定められている。

製粉と小麦粉のお国ぶり

─その18─

ト ル コ
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小麦粉の約85%がパンに、7%がパスタに、
4%がクッキー、その他のベーカリー製品に使
われる。

★製粉会社は集約化が進むが、小麦粉輸出への

依存度が高い

製粉工場は、2004年に1,054工場あって平均
稼働率が30%と低かったが、2010年には682に
減り、総設備能力は約3,243万トン、挽砕量は
1,517万トンで、平均稼働率は47%に上がった。
製粉会社の整理統合はさらに進み、2015年ころ
には400工場くらいになって、 平均稼働率も
65%に上がると予想される。国営の製粉工場は
ない。
カザフスタンに次ぐ小麦粉輸出国で、
2011/12年度は260万トン（前年度は240万トン）
輸出した。主な輸出先はイラク、スーダン、イ
ンドネシア、及びフィリピンで、インドネシアと
フィリピンへは蛋白量が少ない安価な小麦粉が
即席めん用に輸出される。製粉会社は小麦粉輸
出に見合う価格の小麦をトルコ穀物局から入手
できるようである。アジアに帰る空船を利用す
るので運賃も非常に安い。しかし、インドネシ
アでは製粉工場の建設が急ピッチで進み、関税
を課す動きもあって、輸出量の増加は期待しに
くい状況である。イラクへの輸出は主に国境近
くの製粉工場が行い、国境までトラックで運ぶ
と、イラクのトラックがトン当たり5米ドルで国
内に運搬する。イランもイラク市場への参入を
試み、競合状態にあるが、イランの製粉工場は
設備、技術共に古いので、イラクがパン用とし
て要求する品質の小麦粉を供給できないらしい。

★リーンな配合のパンが多く食べられている

食用小麦の約7%がブルグア（bulgur）として
消費される。ブルグアはトルコとその周辺地域
で伝統的に食べられているひき割り小麦を煎っ

た食品である。
中小の古くからあるベーカリーがほとんどだ
が、規模が大きいパン工場も増えてきた。製パ
ン企業間の合併や提携も進んでおり、製品の種
類も増える傾向にある。大都市では、ベーカリ
ーがフランスパンを販売し、少量だが型焼きの
白パンを買うこともできる。
750グラム、直径25センチ、厚さ3.8センチく
らいの丸形のパンが伝統的に多く食べられてお
り、小麦粉、水、イースト、及び塩だけのリー
ンな配合で焼く。田舎では、いろいろなタイプ
の農家パンが作られており、そのほとんどが石
臼で挽き、粗いふすまをふるいで少し除いた歩
留りが95%程度の全粒粉に近い小麦粉を使う。
発酵したのと発酵しないのがあり、使うオーブ
ンやプレートのタイプによってさまざまな形と
大きさに焼かれる。bazlamaはその代表的なも
ので、粉、水、及び塩にスターター生地を加え
て生地にし、発酵して、250グラムに分割し、
厚さ5ミリ以下の円盤状に平らに延ばす。成形
した生地は、まず熱くて厚い鉄のプレート上で
焼き、次に2つの火の間に置いたプレート上で
焼く。
パスタ工場は20あり、設備能力は172万トン、
実際の製造量は110万トンで、稼働率は64%で
ある。パスタの消費量は1年に41.3万トンで、1
人当たり5.7キログラムだが、消費量は横ばい
である。パスタの輸出は2010/11年度に28万ト
ンで、2011年には29.5万トンに達する見通しで
ある。主な輸出先はイラク、アンゴラ、トーゴ、
ベニンなどで、トーゴへの輸出が増えている。
しかし、Sanliurfa地区などの高品質デュラム小
麦生産者が綿花に切り替える動きがあり、大手
のパスタ会社は農家との契約で必要量を確保し
ているが、中小メーカーはデュラム小麦を輸入
せざるを得ない状況になっている。
（財団法人製粉振興会参与、農学博士 長尾精一）
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世界　　（1） 2012/13年度の小麦

は生産が少し減り、 消費が微増

し、期末在庫は微減。

国際穀物理事会（IGC）が予測した世界の

2012/13年度小麦需給は、生産が前年度比1,500

万トン減の6億8,100トン、消費が200万トン増

の6億8,300万トン（食用は500万トン増の4億

6,600万トン）で、期末在庫が200万トン減の2億

800万トンであり、 貿易は300万トン減の1億

3,600万トンである。2011/12年度の世界と主要

生産国の小麦需給を［表1］に、国別小麦生産量

を［表2］に示した。期末在庫は、主要8輸出国

が500万トン増の7,600万トン、中国とインドも

増えてそれぞれ5,940万トンと1,930万トンで、

世界は1,400万トン増の2億1,040万トンである。

生産量は、カザフスタンとウクライナが前々年

度を上回る大幅回復だが、ロシアとカナダは増

えるが前々年度には及ばない。アメリカは570

万トン減の5,440万トンである。アルゼンチン

とイランは高レベルだが前年度を下回り、オー

ストラリアは2,950万トン、トルコは1,880万ト

ン、中国は1億1,790万トン、インドは8,690万ト

ンに増える。

� （IGC-GMR・420／12）

（2） 2011/12年度の小麦粉貿易量は前年度比56

万トン増の1,241万トン。

IGC予測の2011/12年度小麦粉貿易量を［表3］

に示した。ウズベキスタンが140万トン、アフ

ガニスタンが130万トン、イラクが120万トン、

インドネシアが110万トン、ブラジルが95万ト

ン輸入する。輸出はカザフスタンが320万トン、

トルコが260万トン、アルゼンチンが130万トン

の高レベルを維持し、EUも前年度より多い130

万トンを輸出する。

� （IGC-GMR・419／12）

（3） 適度の精製穀物摂取は健康リスクに結びつ

かない。

オーストラリアで穀物食品と豆の健康利点の

科学的検証を行うGo� Gra i n s� Hea l t h� &�

Nutrition社が2000～2010年の135の報文を評価

した結果が、Nutrition�Reviews誌2012年1月3

日号に掲載された。脂肪、砂糖又はナトリウム

が比較的少ないパン、朝食用シリアル、パスタ

及び米の文献を対象にし、それらを多く含むケ

ーキ、ペストリー、ピザなどの文献は除外した。

ほとんどの研究が精製穀物食品と心臓血管病、

糖尿病、体重増、又は死亡率との関係を見出し

ていない。いくつかの研究は、精製穀物食品の

摂取量が多いとある種のがんと関係があるが、

適量だとリスクは大きくないという。精製穀物

食品の摂取量が多いと内臓脂肪組織が多くなる

が、1日に2サービングの精製穀物と3サービン

グの全粒穀物の摂取では内臓脂肪組織が少なか

った。 全粒穀物摂取は一般的に体脂肪指標

（BMI）と負の相関があるが、精製穀物摂取と高

BMI値の関係はいつもあるとは限らない。脂肪、

砂糖又はナトリウムが少ない精製穀物食品を全

穀物食品の50％まで食べても、病気のリスクに

はつながらない。

� （MBN・90-24／12）
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（4） 2010年の穀物輸出はアメリカ・ ルイジア

ナ州南部の港が、 輸入は仁川港（韓国）がトッ

プ。

2010年の主要港の穀物（小麦、トウモロコシ、

大豆、米、エン麦、大麦、油糧種子・カノーラ、

飼料など）輸出量を［表4］に、輸入量を［表5］に

示した。輸出では、アメリカのルイジアナ州南

部の港が前年比4.4％減の7,933万トン、San�

Martin／San�Lorenzo港（アルゼンチン）が37.5

％増の3,667万トン、Vancouver港（カナダ）が8

％増の1,628万トンである。Santos港（ブラジル）

は8.1％増の1,529万トン、Rosario港（アルゼン

チン）は59％増の1,499万トン、Novorossiysk港

（ロシア）は36.5％減の576万トンである。輸入

では、仁川港（韓国、1,072万トン）、Amsterdam

港（オランダ、744万トン）、Rotterdam港（オラ

ンダ、682万トン）、及び鹿島港（505万トン）が

多い。

� （WG・29-11／11）

アイルランド　　Odlums製粉が

1工場を閉鎖。

Odlums製粉は業務用小麦粉製

造のDublin工場（年間製粉能力7.5万トン）を

2012年3月末に閉鎖。設備過剰のイギリスから

来る安い小麦粉に対抗できなくなったため。家

庭用の小麦粉や小麦粉製品のPortarlington工場

は製造を続ける。

� （World-Grain.com・Jan.�22／12）

アメリカ　　（1） 2011年の小麦

粉生産量は前年比1.4％減。

連邦統計局が2011年第四四半期

から報告を中止したので、北米製粉協会が上位

24社（能力シェア95.4％）に生産量を調査した。

Milling�&�Baking�News誌はこのデータを24社

の能力シェアの0.954で割って2011年の小麦粉

生産量を［表6］のように1,867.9万トンと推定し

た。前年の1,893.3万トンに比べ1.4％減、2006

年の1,813.8万トン以来の少ない量である。同様

の推定で2011年末の24時間当たりの製粉能力は

66,770トン、操業率は87.4％である。

� （World-Grain.com・Feb.�27／12）

（2） 2012年2月の小麦生産者手取り価格は1年

前より33セント安。

合衆国農務省発表の全小麦平均生産者手取り

価格を［表7］に示した。2012年2月は前月比5セ

ント高の7.09ドル／ブッシェルで、前年同月比

33セント安。冬小麦は6.49ドル（前月比8セント

安、前年同月比54セント安）で、デュラム小麦

は8.88ドル（前月比8セント高、前年同月比43セ

ント高）、デュラム小麦を除く春小麦は7.97ド

ル（前月比15セント安、前年同月比29セント高）

である。

� （World-Grain.com・March�5／12）

（3） パンは販売個数が4.5％減少。

SymphonylIRI�Groupの調査によると、Wal-

Martを除く食品販売店、ドラッグストア及び

量販店での2012年1月22日までの52週間におけ

るフレッシュブレッドの総売上高は前年同期比

0.9％増だが、販売個数は4.5％減（白パンは3％

減、全粒粉パンは8％減）だった。2005-06年度

からの5年間では、スライスパン全体で11％減

少し、そのうち白パンが20％減り、全粒粉パン

が9％増えた。2006年には39％だったスライス

パン中の白パン比率が2011年には35％に低下

し、全粒粉パンは17％から21％に増えた。その

他パンが44％あるが、ここでも白小麦粉製品が

減る傾向にある。廃棄量と購買頻度の減も販売

個数減の一因と考えられる。2008年以降、製パ
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ン会社が原料費を削減する傾向があり、小麦粉

は春小麦100％から冬小麦配合のものに切り替

えたケースが多い。［表8］はフレッシュブレッ

ドの売上高上位9社である。 買収で拡大した

Bimbo�Bakeries社がトップだが、売上高が0.4

％、販売個数も7.4％減少した。そのほぼ半分

の売上高だったのが2位のHostess�Brands社と3

位のFlour�Foods�Bakeries�Groupで、両社共に

売上高は2％台の増加だったが、販売量は約3％

減少した。 プライベートブランドも売上高が

1.1％増えたが、販売個数は3.3％減少した。各

社共に、全粒粉パンを今後伸びが期待される分

野と見て、力を入れている。

� （MBN・90-26／12）

（4） ミラー製粉が製粉能力を増強。その会社を

日清製粉が買収。

Miller製粉（ミネソタ州Bloomingtonに本社）

は製粉能力を386トン増強し、総製品日産能力

を1,633トンにする。ヴァージニア州Winchester

工場は862トン（セモリナ590トン、硬質小麦粉

272トン）だが、硬質小麦用のDミル（340トン）

を新設する。カリフォルニア州Fresno工場は

386トン（硬質小麦粉とセモリナ兼用250トン、

硬質小麦粉136トン）だが、Bミルの硬質小麦粉

ラインを46トン増強し、粉タンクや出荷設備も

増設する。ビューラー社の機械設備を導入し、

2013年第一四半期に完成予定。そのミラー製粉

を日清製粉が2012年3月を目処に買収すること

で合意した。同社は2012年初現在、アメリカで

12位の製品日産能力（1,247トン）を持ち、上位

24社中で製粉専業の最も新しい会社（1985年設

立）で、上記2工場がある。出資比率は日清製粉

が80％、親会社の㈱日清製粉グループ本社が20

％と報じられた。

� （World-Grain.com・Feb.27，March�9／12）

（5） ADM社がノースダコタ州のエタノール工

場を閉鎖。

Archer�Daniels�Midland社はノースダコタ州

Walhallaのエタノール工場を4月に閉鎖する。

年産能力は約3,000万ガロンだが、立地と規模

が競争力を失ったため。

� （MBN・90-26／12）

インド　　（1） コナグラフーズ社

がアグロテクフーズ社の持株比率

を50％に引上げ。

ConAgra�Foods社（アメリカ）はAgro�Tech�

Foods社の株を第3者から約1,000万ドルで購入

し、持株比率を50％に引上げた。両社は1997年

から強い提携関係にあった。アグロテクフーズ

社は日持ちが良いプディング、ピーナツバター

などの食品や食品材料を消費者向け及び業務用

に販売している。

� （WG・29-12／11）

（2） 貧困層に補助金付き穀物を提供。

政府は人口12億の60％以上（田舎では75％、

都会では50％）の貧困層に補助金付き穀物を提

供する法案を議会に提出した。世界飢餓指数で、

インドは飢餓、発育不全子供及び栄養失調女性

が警告レベルである。この計画には約190億米

ドルが必要。

� （World-Grain.com・Dec.22／11）

ウクライナ　　カーギル社が食料

バンクに資金提供。

Cargill社（アメリカ）はキエフに

初めて設立された食料バンクに5万米ドルを提

供した。食料バンクは使える余剰食料を集め、

貯蔵し、食料援助を必要とする人々に分配する

社会組織に提供する非営利組織である。2011年
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6月の設立以来、約10万トンの食料が26.5万人

を超える人々に届けられた。

� （World-Grain.com・Jan.18／12）

エジプト　　ミドル・エジプト製

粉が2工場の能力増強。

Middle�Egypt製粉はBeni�Suef

とMeniaにある製粉工場の能力増強をビューラ

ー社に発注した。総費用は1,862万スイスフラ

ン。

� （World-Grain.com・Jan.19／12）

オーストラリア　　（1） 耐塩性遺

伝子組換え大麦と小麦の温室実験

開始。

オーストラリア植物機能ゲノミクスセンター

が開発した耐塩性遺伝子組換え大麦の温室実験

1年目が成功した。高塩区画では非遺伝子組換

え品種より収量が50～70％高かった。実用化に

は15年以上を要し、小麦の研究も並行して行う。

連邦科学産業研究機構（CSIRO）の未来穀物チ

ームは大麦と小麦の窒素利用効率を研究し、小

麦の生長と収量を支配する遺伝子を探すとい

う。

� （World-Grain.com・Jan.19／12）

（2） 耐塩性デュラム小麦系統の作出に成功。

南オーストラリア州のアデレイド大学で、植

物の根から葉に供給される水から塩を除くのに

役立つTmHKT1;5-Aという遺伝子を見つけ、

遺伝子工学ではなく従来の交配育種法でデュラ

ム小麦系統に挿入することに成功した。この小

麦系統は高塩圃場で通常品種に比べて収量が25

％高かった。土壌に塩分が多いか、灌漑水が多

量の塩分を含む乾燥または半乾燥の開発途上国

で実用化が期待される。

� （World-Grain.com・March.13／12）

カザフスタン　　（1） ユナイテ

ド・グレイン社設立へ。

農務省はUnited�Grain社の設立

を発表した。国及び民間が出資し、穀物の買付、

貯蔵及び輸出を行う。穀物のスワップ操作、及

び穀物の貯蔵設備と輸送手段の開発も行う。

� （World-Grain.com・Feb.24／12）

（2） 穀物輸出に補助金。

政府は3月以降、Azov、黒海及びバルト海の

港からの穀物輸出に補助金を出す。一方で、ロ

シア経由でのアゼルバイジャンへの輸出には補

助金を出さない。

� （World-Grain.com・Feb.26／12）

カナダ　　カナダブレッド社の

2011年度は増収減益。

Canada�Bread社の2011年度（12

月末締め）は売上高が0.4％増の15.95億カナダド

ル（16.00億米ドル）、営業利益が2％減の1.10億

カナダドである。

� （MBN・91-1／12）

ガーナ　　最新鋭の製粉工場を建

設。

Olam�International社（シンガポ

ール）は最新鋭の小麦製粉工場を建設する。年

間小麦粉生産能力が11.5万トン、 建設費用は

5,500万米ドルである。同国での小麦粉自給自

足に貢献し、同社がサハラ砂漠以南アフリカで

主要製粉会社になるステップだという。

� （World-Grain.com・Feb.�28／12）
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韓国　　製粉会社は8社で変化が

なく、小麦粉消費量は少し増加傾

向。

Daehan（大韓）製粉（2工場）、Dongaone社（2

工場）、Daesun（大鮮）製粉、Samyang�Milmax

社、Korea（韓国）製粉、CJ�Cheil�Jedang社（2工

場）、�Samhwa（三和）製粉、Youngnam（嶺南）

製粉の8社、11工場がある。所在地別工場数と

挽砕能力を［表9］に、工場数、挽砕能力、挽砕量、

稼働率の変遷を［表10］に示した。［表11］のよ

うに、小麦粉生産量は173万トンでほとんど変

化がないが、めんなどに使う多目的粉が増えて

72％になり、パン用粉が17％、ケーキ用粉が11

％である。［表12］のように小麦粉消費量は

186.6万トンで少し増加傾向にあり、1人当たり

は33.4キログラムである。［表13］のように、小

麦輸入量は231.7万トンで、輸入先はアメリカ

が53％、オーストラリアが41％、カナダが6％

である。銘柄別輸入量は［表14］のようにASW

が最も多く、 次いでWW/SWである。WW/

SWの一部は低蛋白ものである。有機小麦が0.1

％輸入されている。

� （Flour�Milling�Industry�in�Korea�2012）

スロバキア　　ヴィタフローラ製

粉が増設。

南西部Kolarovoに立地する

Vitaflora製粉は1994年創業の家族経営企業であ

る。Aミル（1日の生産能力70トン）、Bミル（180

トン）、Cミル（240トン）に加え、2010年にDミ

ル（240トン）を増設し、Aミルをライ麦粉専用

に改造した。1日の総生産能力は730トンになっ

た。新ラインにはビューラー社の4本ローラー

ミル「アンタレス」14基、シフター「シリウス」2

基、ピュリファイヤー「ポラリス」5基、光学式

色彩選別機「ソーテックスZ＋」が装備され、工

場全体をWinCosオートメーションシステムに

よって一元制御・監視できる。原料貯蔵能力は

11.5万トン、従業員は約70人で、年に17万トン

の普通小麦とライ麦を挽砕する。製品の約45％

はチェコ、オーストリア、ポーランド、イタリ

ア、ドイツなどに輸出される。

� （diagram・160/11）

ドイツ　　2012年2月の小麦価

格、1月の小麦粉価格は下落。

［表15］は国内主要市場平均の

2月の小麦、ライ麦、及びふすまの価格である。

いずれも下落傾向だが、高品質小麦、パン用小

麦、及び飼料用小麦が前年同月より低いのに対

し、 パン用ライ麦と小麦ふすまは高い。［表

16］は1月の小麦粉とライ麦粉の製粉工場出荷

価格指数で、小麦粉は原料価格下落を反映して

低下傾向である。［表17］は家庭用小麦粉（タイ

プ405）の消費者価格で、格安粉、銘柄品共に前

年同月より高い。

� （ＭＭ・149-5／12）

メキシコ　　ビンボグループの

2011年度は増収減益。

南北アメリカに広く事業展開す

るGrupo�Bimbo社の2011年度（12月末締め）は、

厳しい環境下で売上高が前年度比14.1％増の

1,337.32億ペソ（104.7億米ドル）だが、営業利益

は4.8％減の151.73億ペソ（11.88億米ドル）だっ

た。売上高に占める比率はメキシコが48.1％、

アメリカが40.2％、ラテンアメリカが13.9％で、

ラテンアメリカでの売上げが30.7％伸びた。営

業利益ではメキシコが64.6％を占め2.3％増で、

アメリカは34.8％で4.5％減。

� （MBN・91-1／12）
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ロシア　　今年は穀物輸出を制限

しない。

3月19日のAP通信によると、プ

ーチン首相は小麦価格を安定させるため、今年

は輸出制限をしないと発表した。

� （World-Grain.com・March�20／12）

［表1］ 世界及び主要小麦輸出国の小麦需給 （百万トン）

期 初
在 庫

生 産 輸 入
b）

供給計 消 費 輸 出
b）

期 末
在 庫食 用 工業用 飼料用 計 a）

アルゼンチン（12月／11月）
2009/10 1.5 8.8 0.0 10.2 3.6 0.1 0.1 4.2 5.3 0.7 
2010/11 推定 0.7 14.7 0.0 15.4 3.6 0.1 0.2 4.3 9.3 1.8 
2011/12 予測 1.8 14.0 0.0 15.9 3.8 0.1 0.3 4.6 9.7 1.6 

オーストラリア（10月／9月）
2009/10 3.6 21.8 0.0 25.4 2.1 0.4 1.7 4.9 14.8 5.8 
2010/11 推定 5.8 27.9 0.0 33.7 2.1 0.4 2.7 5.9 18.7 9.1 
2011/12 予測 9.1 29.5 0.0 38.6 2.2 0.5 3.5 6.9 22.3 9.4 

カナダ（8月／7月）
2009/10 6.5 26.8 0.1 33.5 2.8 0.7 2.8 7.2 18.5 7.8 
2010/11 推定 7.8 23.2 0.1 31.1 2.7 0.8 3.2 7.7 16.2 7.2 
2011/12 予測 7.2 25.3 0.0 32.4 3.0 0.7 3.9 8.6 17.2 6.7 

EU-27（7月／6月）
2009/10 23.6 138.3 5.1 167.1 54.0 10.2 56.8 128.5 22.5 16.1 
2010/11 推定 16.1 136.8 4.7 157.6 54.2 10.4 51.6 123.2 23.9 10.5 
2011/12 予測 10.5 138.0 7.3 155.8 54.9 10.2 54.7 127.1 18.2 10.5 

カザフスタン7（7月／6月）
2009/10 2.2 16.5 0.0 18.7 2.6 0.1 1.8 7.2 8.0 3.4 
2010/11 推定 3.4 10.0 0.0 13.4 2.0 0.0 1.5 6.0 5.6 1.9 
2011/12 予測 1.9 22.7 0.0 24.6 2.3 0.1 2.4 7.9 9.0 7.8 

ロシア（7月／6月）
2009/10 11.0 61.7 0.1 72.9 16.6 0.3 16.0 39.4 18.8 14.7 
2010/11 推定 14.7 41.5 0.0 56.2 16.6 0.3 15.9 38.6 4.0 13.6 
2011/12 予測 13.6 56.2 0.0 69.9 16.6 0.2 15.8 38.5 21.0 10.4 

ウクライナ（7月／6月）
2009/10 2.5 20.9 0.0 23.4 5.8 0.2 3.5 11.8 9.3 2.3 
2010/11 推定 2.3 16.8 0.0 19.2 5.8 0.2 3.1 11.4 4.3 3.5 
2011/12 予測 3.5 22.3 0.1 25.9 5.8 0.2 4.9 13.6 5.0 7.3 

アメリカ（6月／5月）
2009/10 17.9 60.4 3.3 81.5 24.5 0.6 4.1 31.0 23.9 26.6 
2010/11 推定 26.6 60.1 2.6 89.3 24.6 0.6 3.6 30.7 35.1 23.5 
2011/12 予測 23.5 54.4 3.3 81.2 24.8 0.6 4.1 31.8 27.0 22.4 

主要輸出国計
2009/10 68.7 355.3 8.7 432.6 111.9 12.4 86.8 234.2 121.1 77.4 
2010/11 推定 77.4 331.0 7.4 415.8 111.6 12.6 81.8 227.7 117.0 71.0 
2011/12 予測 71.0 362.4 10.8 444.2 113.4 12.5 89.6 238.8 129.4 76.0 
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期 初
在 庫

生 産 輸 入
b）

供給計 消 費 輸 出
b）

期 末
在 庫食 用 工業用 飼料用 計 a）

中　国（7月／6月）
2009/10 43.5 115.1 1.4 160.1 89.0 3.0 8.0 106.5 0.4 53.2 
2010/11 推定 53.2 115.2 1.0 169.4 88.5 3.1 13.0 112.6 0.4 56.4 
2011/12 予測 56.4 117.9 2.0 176.3 87.5 3.1 18.0 116.5 0.5 59.4 

インド（4月／3月）
2009/10 13.1 80.7 0.3 94.1 68.6 0.2 0.3 77.1 0.0 16.9 
2010/11 推定 16.9 80.8 0.2 97.9 73.1 0.2 0.3 82.1 0.0 15.8 
2011/12 予測 15.8 86.9 0.0 102.7 73.5 0.2 0.3 82.1 1.3 19.3 

世界計 c） a） c）
2009/10 172.5 678.5 127.7 850.9 452.0 19.2 114.4 651.5 127.7 199.4 
2010/11 推定 199.4 652.6 125.7 852.0 456.7 19.3 115.4 655.6 125.7 196.4 
2011/12 予測 196.4 695.5 139.3 891.9 461.3 19.2 131.8 681.4 139.3 210.4

a）種子用および廃棄分を含む、b）製粉製品の推定輸出入量を含む、c）IGC 7月／6月データ：製粉製品の貿易を含まない。
（2012年4月2日現在） （IGC）

［表2］ 世界の小麦生産量 （百万トン）

地 区 ・ 国 名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

EU-27

ブルガリア 4.6 4.0 4.0 4.4
チェコ 4.7 4.4 4.2 5.0
デンマーク 5.0 5.9 5.3 4.8
フランス 39.0 38.3 38.1 36.1
ドイツ 26.0 25.2 24.0 23.0
ハンガリー 5.6 4.4 3.8 4.1
ギリシャ 1.9 1.8 1.6 1.1
イタリア 8.9 6.3 6.9 6.8
ポーランド 9.3 9.8 9.5 9.3
ルーマニア 7.2 5.2 6.0 7.4
スロバキア 1.8 1.5 1.2 1.5
スペイン 6.8 4.8 5.7 6.8
スウェーデン 2.2 2.3 2.2 2.3
イギリス 17.3 14.1 14.9 15.3
その他 10.3 10.3 9.5 10.1
　計 150.7 138.3 136.8 138.0

セルビア 2.1 2.1 1.7 2.0
その他 2.8 2.5 2.2 2.6
　計 155.5 143.0 140.7 142.5
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地 区 ・ 国 名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

CIS

カザフスタン 13.0 16.5 10.0 22.7
ロシア 63.8 61.7 41.5 56.2
ウクライナ 25.9 20.9 16.8 22.3
その他 14.7 14.5 13.9 15.1
　計 117.3 113.6 82.3 116.3

北
・
中
ア
メ
リ
カ

カナダ 28.6 26.8 23.2 25.3
メキシコ 4.0 4.3 3.7 3.7
アメリカ 68.0 60.4 60.1 54.4
その他 T T T T
　計 100.6 91.5 87.0 83.4

南
ア
メ
リ
カ

アルゼンチン 8.4 8.8 14.7 14.0
ブラジル 6.0 5.0 5.9 5.8
チリー 1.2 1.1 1.2 1.4
ウルグアイ 0.7 1.7 1.2 1.1
その他 0.9 1.3 1.6 1.3
　計 17.3 17.9 24.6 23.6

近
東
ア
ジ
ア

イラン 10.0 12.0 15.5 13.8
サウジアラビア 1.8 0.9 1.3 1.0
シリア 2.1 4.0 3.6 3.5
トルコ 17.0 18.5 17.5 18.8
その他 1.7 1.9 2.8 2.6
　計 32.6 37.3 40.6 39.7

極
東
ア
ジ
ア

太平洋
アジア

中国 112.5 115.1 115.2 117.9
その他 1.4 1.1 1.2 1.4
　計 113.9 116.2 116.4 119.3

南アジア

アフガニスタン 3.5 4.1 3.7 3.7
インド 78.6 80.7 80.8 86.9
パキスタン 21.0 24.0 23.9 24.0
その他 2.3 2.2 2.4 2.1
　計 105.3 111.1 110.8 116.7
計 219.2 227.3 227.2 236.0
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地 区 ・ 国 名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

ア
フ
リ
カ

北アフリカ

アルジェリア 1.3 3.6 3.1 2.9
エジプト 8.0 8.5 7.5 8.7
リビア 0.1 0.2 0.2 0.1
モロッコ 3.7 6.4 4.9 6.0
チュニジア 1.6 1.6 0.8 1.5
　計 14.7 20.2 16.5 19.2

サハラ以南

エチオピア 2.5 2.2 3.0 2.1
南アフリカ 2.1 2.0 1.4 1.9
その他 1.4 1.3 1.2 1.0
　計 6.0 5.4 5.6 5.0
計 20.7 25.7 22.1 24.2

オセア 
ニア

オーストラリア 21.4 21.8 27.9 29.5
　計 21.8 22.2 28.2 29.8
世  界  計 685.0 678.5 652.6 695.5

（2012年4月2日現在）　　Tは5万トン以下 （IGC）

［表3］ 世界の小麦粉貿易量（デュラム・セモリナを除く） （小麦換算，千トン）

地  域 ・ 国  名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

輸
入
国

ヨーロッパ
EU-27 35 43 43 40

その他 67 25 47 40

計 102 68 90 80

CIS

ロシア 14 8 10 20

タジキスタン 667 487 520 600

ウズベキスタン 1,222 1,499 1,400 1,400
その他 544 246 520 440

計 2,447 2,239 2,450 2,460

北・中アメリカ

カナダ 165 117 115 120

キューバ 191 74 35 50

メキシコ 46 67 105 110

アメリカ 235 229 230 230

その他 81 130 135 140

計 718 618 620 650

南アメリカ

ボリビア 369 350 295 300

ブラジル 871 887 950 950

その他 118 61 55 60

計 1,358 1,298 1,300 1,310
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地  域 ・ 国  名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

輸
入
国

近東アジア

イラク 1,031 1,184 1,000 1,200
イエメン 154 76 80 75

その他 467 354 310 275

計 1,652 1,614 1,390 1,550

極東アジア

アフガニスタン 1,425 1,779 1,300 1,300
香 港 348 358 360 380

インドネシア 782 1,005 1,100 1,100
北朝鮮 58 125 180 180

韓　国 77 116 55 60

モンゴル 158 142 70 80

フィリピン 159 190 125 150

タイ 138 155 250 230

ベトナム 23 37 42 30

その他 285 434 388 400

計 3,453 4,341 3,870 3,910

アフリカ

北 
アフ
リカ

リビア 758 385 100 300

その他 21 12 130 250

計 780 397 230 550

サ
ハ
ラ
以
南

アンゴラ 524 459 550 550

チャド 73 103 55 60

ガンビア 58 77 90 90

ギニア 117 136 150 150

ソマリア 115 151 105 100

スーダン 108 100 30 50

その他 411 448 560 610

計 1,406 1,475 1,540 1,610
計 2,186 1,872 1,770 2,160

オセアニア 61 67 70 90

不  詳 354 568 290 200

世  界  計 12,331 12,685 11,850 12,410

輸
出
国

アルゼンチン 1,368 1,278 1,285 1,300
オーストラリア 185 150 100 130

カナダ 223 262 225 250

EU 1,482 1,245 1,150 1,300
カザフスタン 2,733 3,514 2,500 3,200
ロシア 665 381 570 400

ウクライナ 309 165 120 200

アメリカ 388 545 405 450

中国 214 388 420 400
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地  域 ・ 国  名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

輸
出
国

日本 245 269 270 270

パキスタン 500 300 900 400

トルコ 2,161 2,602 2,400 2,600
アラブ首長国連邦 650 550 500 450

その他 1,207 1,034 1,005 1,060
（2012年2月23日現在） （IGC）

［表4］ 世界の主要港の穀物輸出量（2010年）

国 州（または国） 港
輸出量

（トン） 前年比（％）

アメリカ1）

ジョージア Brunswick 746,892 －5.2
ミネソタ Duluth 2,476,196 ＋67.8
オレゴン Portland 4,308,651 ＋10.9
テキサス Corpus Christi 3,731,502 ＋4
ワシントン Tacoma 5,624,545 －4.8
ルイジアナ 州南部の港 79,333,158 －4.4

カナダ1）

ブリティッシュコロンビア Prince Rupert 4,294,103 －15.5
ブリティッシュコロンビア Vancouver 16,277,850 ＋8
オンタリオ Thunder Bay 5,219,784 －10.5
ケベック Quebec City 2,500,000 －30.5

オーストラリ 
ア1）

クイーンズランド Mackay 310,590 不明
クイーンズランド Gladstone 253,441 不明
クイーンズランド Fischerman Islands 862,594 不明
ニューサウスウェールズ Carrington 1,407,404 不明
ニューサウスウェールズ Port of Kembla 2,136,885 不明
ビクトリア Portland 642,836 不明
ウエスタンオーストラリア Geraldton 2,132,348 ＋10.3
ウエスタンオーストラリア Fremantle 3,409,000 －3.9
サウスオーストラリア Port Lincoln 1,938,097 ＋96
サウスオーストラリア Adelaide 1,865,080 ＋78
ビクトリア Geelong 530,000 不明
クイーンズランド Brisbane 1,328,767 11

ヨーロッパ1）

オランダ Amsterdam 1,510,000 ＋13.8
オランダ Rotterdam 1,551,000 －5.7
ベルギー Ghent 732,258 ＋0.4
フランス Rouen 5,741,431 ＋20
ベルギー Antwerp 399,129 ＋39.5
ドイツ Hamburg 2,372,000 －22.4

製粉振興 2012. 429

19-36_粉界展望4月_通2



国 州（または国） 港
輸出量

（トン） 前年比（％）

ヨーロッパ1）

ドイツ Rostock 2,430,000 ＋5.6
ロシア Novorossiysk 5,759,500 －36.5
ポーランド Szczecin/Swinoujscie 1,342,900 －16.8

アルゼンチン1）

San Martin/San Lorenzo 36,670,716 ＋37.5
Rosario 14,992,778 ＋59
Quequen 5,000,980 ＋88
Bahia Blanca 7,295,539 ＋56.2
Ramallo 1,512,714 ＋149

ブラジル1） Paranagua 8,509,331 ＋29.2
Santos 15,285,500 ＋8.1

ウルグアイ1） Nueva Palmira 1,121,349 不明
中　国2） Dalian （大連） 132,276 不明
1）小麦、トウモロコシ、大豆、米、エン麦、大麦、油糧種子・カノーラ、飼料を含む
2）小麦、トウモロコシ、大豆を含む （WG）

［表5］ 世界の主要港の穀物輸入量（2010年）

国 港
輸入量

（トン） 前年比（％）

オランダ1） Amsterdam 7,440,000 ＋12
Rotterdam 6,817,000 －0.7

ベルギー1） Ghent 3,797,078 －12.2
Antwerp 773,706 ＋49

ドイツ1） Hamburg 632,000 ＋33.9

エジプト5） Damietta 2,120,934 －6
Alexandria/Dakheila　 2,937,620 ＋2

ブラジル1） Santos 1,527,350 ＋23

中　国4）

Dalian （大連） 396,090 不明
Huangpu （黄浦江） 877,509 不明
Qingdao （青島） 401,254 不明
Shijiazhuang （石家荘） 270,940 不明
Ningpo （寧波） 315,950 不明
Nanjing（南京） 650,477 不明
Shenzhen（深圳） 1,187,050 不明

台　湾2） Taichung （台中） 7,435,698 ＋148
Kaohsiung （高雄） 5,252,845 ＋29
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国 港
輸入量

（トン） 前年比（％）

韓　国1）

Incheon（仁川） 10,717,758 ＋48
Ulsan（蔚山） 1,417,621 ＋12
Pusan （釜山） 2,530,130 ＋55
Kunsan（郡山） 3,718,359 ＋63

日　本1）

鹿島 5,047,020 －16
千葉 2,273,454 ＋10
名古屋 4,011,617 －1
横浜 1,215,573 －4
清水 818,850 －10
神戸 3,278,826 ＋7
博多 1,535,930 －7

1）小麦、トウモロコシ、大豆、米、エン麦、大麦、油糧種子・カノーラ、飼料を含む
2）小麦、トウモロコシ、大豆を含む
3）トウモロコシ、大豆、大豆ミール、モロコシ、大麦を含む
4）トウモロコシ、大麦、モロコシを含む （WG）

［表6］ アメリカの小麦粉生産量・製粉工場の日産能力と稼動率

年
小麦粉 
生産量 

（千トン）

小麦粉 
日産能力＊ 

（千トン）

平均 
稼働率 
（％）

2011 18,679 66.77 87.4
2010 18,933 69.58 88.0
2009 18,809 69.58 88.1
2008 18,883 69.45 87.6
2007 18,998 69.63 89.1
2006 18,138 68.31 87.8
2005 17,916 67.68 86.2
2004 17,868 67.7 85.5
2003 17,972 68.59 85.5
2002 17,904 68.03 86.5
2001 18,349 69.45 86.1
2000 19,109 69.43 89.2
1999 18,687 69.03 88.2

＊年末のデータ （USDC、MBN）
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［表7］ アメリカ小麦の生産者平均手取り価格 （ドル／ブッシェル）

月別 2012 2011 2010 2009 2008 2007

1月 7.04 6.69 4.9 6.2 7.96 4.53
2月 7.09 7.42 4.73 5.79 10.1 4.71
3月 7.55 4.7 5.71 10.5 4.75
4月 8.01 4.41 5.75 10.1 4.89
5月 8.16 4.34 5.85 8.87 4.88
6月 7.41 4.16 5.72 7.62 5.03
7月 7.1 4.49 5.17 7.16 5.17
8月 7.61 5.44 4.85 7.64 5.64
9月 7.55 5.79 4.48 7.43 6.76
10月 7.29 5.88 4.47 6.67 7.65
11月 7.26 6.1 4.79 6.28 7.39
12月 7.19 6.44 4.87 5.91 7.71

 （USDA）

[表8］ アメリカのパン（フレッシュブレッド）売上高上位9社

順
位 会社名

売上高 販売個数
ド ル 前年比（％） 個数 前年比（％）

1 Bimbo Bakeries 1,202,301,000 －0.4 411,959,900 －7.4
2 Hostess Brands, Inc. 628,721,300 2.5 241,411,400 －3.6
3 Flowers Foods Bakeries Group 625,230,800 2.2 251,342,400 －2.9
4 Sara Lee Bakery 556,454,300 －4.4 209,977,400 －13.5
5 Pepperidge Farm 346,650,600 0.4 98,474,580 －3.9
6 La Brea 106,578,800 8.6 33,045,470 2.8
7 Lewis Bakeries, Inc. 78,100,580 5.4 39,657,460 3.4
8 United States Bakeries 70,020,180 2.6 25,397,910 －3.5
9 Aunt Miller's Bakeries 68,765,860 7 34,189,290 －2.2
プライベートラベル 1,731,711,000 1.1 1,125,222,000 －3.3
フレッシュブレッド総合計 0.9 －4.5

（Wal-Martを除くスーパーマーケット、ドラッグストア、量販店での2012年1月22日までの52週間のデータ）
 （SymphonylIRI Group）
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［表9］ 韓国の製粉工場の所在地と能力分布

工場数 挽砕能力（トン） 比率（％）
ソウル 2 531,000 17.6
インチョン（仁川） 3 1,026,000 34

ダンジン（唐津） 1 220,800 7.3
アサン（牙山） 1 241,500 8

プサン（釜山） 4 999,000 33.1
計 11 3,018,300 100

 （Korea Flour Mills Insustrial Association）

［表10］ 韓国の製粉工場数・挽砕能力・挽砕量・稼働率

年 工場数 （千トン） （％）
挽砕能力 挽砕量 稼働率

1965 22 1,412.0 405 28.7
1970 23 1,822.0 1,228 67.4
1975 18 2,062.0 1,420 68.9
1980 16 2,842.0 1,906 67.1
1985 13 2,829.0 2,076 73.4
1990 13 3,141.0 2,035 64.8
1995 12 3,102.0 2,154 69.4
2000 10 2,896.5 2,403 83.0
2005 11 3,055.5 2,262 74.0
2006 11 3,082.5 2,259 73.3
2007 11 3,082.5 2,142 69.5
2008 11 3,082.5 2,037 66.1
2009 11 3,082.5 2,047 66.4
2010 11 3,082.5 2,172 70.5
2011 11 3,018.3 2,194 72.7

 （Korea Flour Mills Industrial Association）
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［表11］ 韓国の小麦粉生産量と種類別割合

年
（千トン） （％）
生産量 多目的粉 パン用粉 ケーキ用粉 ストレート粉 全粒粉

1977 1,384 93.1 4.9 2.0
1980 1,469 90.6 6.0 3.4
1985 1,614 80.5 11.0 8.5
1990 1,512 65.9 15.5 14.2 4.0 0.4
1995 1,607 62.8 16.4 16.5 4.2 0.1
2000 1,821 65.9 16.5 15.6 2.0
2005 1,723 64.1 18.3 17.6
2006 1,731 64.7 17.9 17.4
2007 1,647 65.8 17.8 16.4
2008 1,575 68.4 18.2 13.4
2009 1,616 70.3 18.2 11.5
2010 1,728 71.5 17.0 11.5
2011 1,731 72.0 17.0 11.0

 （Korea Flour Mills Industrial Association）

［表12］ 韓国の小麦粉消費量

年
（千トン） （kg）

国産粉 輸入粉 合計 1人当たり
1965 333 93 333 11.5
1970 927 927 28.8
1975 1,147 1,147 32.5
1980 1,462 1,462 38.4
1985 1,610 1,610 39.5
1990 1,520 1,520 34.2
1995 1,611 1,611 34.5
2000 1,803 1 1,804 34.8
2005 1,708 27 1,735 33.2
2006 1,737 35 1,772 33.9
2007 1,668 72 1,740 33.7
2008 1,558 60 1,618 31.3
2009 1,615 73 1,688 31.4
2010 1,765 73 1,838 32.9
2011 1,834 32 1,866 33.4

 （Korea Flour Mills Industrial Association）

製粉振興 2012. 4 34

19-36_粉界展望4月_通2



［表13］ 韓国の小麦輸入量と国別割合

年
（千トン） （％）
輸入量 アメリカ オーストラリア カナダ ロシア その他

1965 432 100

1970 1,159 97 3

1975 1,339 100

1980 1,876 100

1985 1,948 98 2

1990 2,093 84 15 1

1995 2,121 68 29 3

2000 2,505 53 41 6

2005 2,305 52 44 4

2006 2,245 50 45 5

2007 2,070 57 39 4

2008 2,277 65 29 6 0.1
2009 2,005 53 40 7 0.3 0.1
2010 2,144 49 44 6 1 0.1
2011 2,317 53 41 6 0

 （Korea Flour Mills Industrial Association）

［表14］ 韓国の小麦銘柄別輸入比率
年 2009 2010 2011

全輸入量（トン） 2,004,975 2,143,867 2,316,857
輸入先 銘　柄 蛋白量 輸入比率（％）

アメリカ

WW/SW 21.7 17.3 20.9
WW/SW 8.5%以下 3.8 2.1 2.9
WW/SW 9.5%以下 1.4 3.7 1.1
HRW 11.5%以上 11.6 11.9 12.2
NS/DNS 14.0%以上 14.3 13.8 14.1
NS/DNS 13.5%以上 0.2 1.1
SRW 0.2 0.3 0.3

オーストラリア
ASW 32.1 37.4 32.7
AH 4.9 4.8 5.1
ANW 2.4 1.6 0.1
APW 0.1 3.3

カナダ 2CWRS 13.5%以上 7.2 6.3 6.1
ロシア RMW 0.3 0.4
その他 有機小麦 0.1 0.1 0.1

 （Korea Flour Mills Industrial Association）
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［表15］ ドイツの小麦・ライ麦・ふすまの価格

品　　目
2012年 2011年

2/20～2/26 2/13～2/19 2/21～2/27
Euro/トン 市場数 Euro/トン 市場数 Euro/トン

Aグループ 高品質小麦 200.56 4 201.21 6 271.83
パン用小麦 199.67 6 198.17 6 256.71
パン用ライ麦 241.50 6 240.50 4 229.38
飼料用小麦 197.00 7 196.40 5 228.50
小麦ふすま（バラ） 165.20 5 153.50 6 159.60
 （MM）

［表16］ ドイツの業務用製粉製品の製粉工場出荷価格指数
品　目 2012年1月 2011年12月 2011年1月

小麦粉 137.2 137.4 146.3
ライ麦粉 144.5 144.3 149.8
 （ドイツ連邦統計局）

［表17］ ドイツの家庭用小麦粉消費者価格
（Euro/キログラム）

品　目 2012年1月 2011年12月 2011年1月
タイプ405の格安小麦粉 0.45 0.46 0.25
タイプ405の銘柄品小麦粉 0.86 0.87 0.77
 （AMI消費者価格一覧表）
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51
7

83
.9

4,
56
4

97
.4

4,
57
5

97
.8

28
2

96
.3

平
成
21
年
度

5,
80
2

10
1.
1

5,
91
6

10
1.
4

40
5

78
.2

4,
61
2

10
1.
1

4,
62
0

10
1.
0

27
4

97
.1

平
成
22
年
度

6,
55
9

11
3.
0

6,
04
1

10
2.
1

92
4

22
8.
1

4,
72
5

10
2.
4

4,
69
0

10
1.
5

30
8

11
2.
6

22
.4

50
5

11
6.
8

54
3

10
2.
0

36
8

87
.7

42
8

10
4.
1

42
5

10
3.
8

27
7

97
.6

5
53
4

10
5.
4

48
9

10
0.
6

41
3

93
.9

38
5

10
1.
2

37
2

99
.5

29
0

99
.9

6
46
6

10
5.
9

49
3

10
2.
2

38
6

97
.1

38
8

10
4.
5

38
8

10
2.
0

28
9

10
3.
1

7
52
4

97
.7

49
0

10
0.
5

41
9

94
.1

38
2

10
0.
8

38
5

10
0.
3

28
6

10
3.
8

期
　
計

2,
02
9

10
5.
9

2,
01
6

10
1.
3

1,
58
2

10
2.
7

1,
57
0

10
1.
5

8
51
4

11
4.
1

47
3

10
1.
8

46
0

10
6.
7

36
6

10
0.
4

36
2

10
0.
0

29
0

10
4.
3

9
1,
27
8

27
6.
8

49
2

10
1.
2

1,
24
7

30
6.
3

38
2

10
0.
9

38
6

99
.7

28
6

10
6.
1

10
23
5

44
.7

50
1

96
.5

98
0

23
7.
4

39
4

97
.2

38
2

96
.4

29
8

10
6.
9

11
50
9

99
.9

51
7

10
4.
7

97
3

22
6.
8

40
4

10
4.
0

40
7

10
4.
9

29
6

10
5.
7

期
　
計

2,
53
6

13
0.
2

1.
98
3

10
1.
0

1,
54
7

10
0.
6

1,
53
7

10
0.
2

12
47
9

88
.9

54
9

10
2.
6

90
2

20
8.
7

42
8

10
2.
7

43
5

10
2.
8

28
9

10
5.
6

23
.1

42
6

95
.6

46
1

10
0.
0

86
7

20
8.
0

36
1

99
.7

34
6

10
2.
3

30
4

10
2.
2

2
56
4

12
7.
0

47
9

10
6.
4

95
2

23
1.
8

37
3

10
6.
1

36
8

10
3.
1

30
9

10
5.
9

3
52
4

10
2.
7

55
2

10
7.
0

92
4

22
8.
1

43
4

10
7.
6

43
5

10
3.
1

30
8

11
2.
6

期
　
計

1,
99
3

10
2.
8

2,
04
2

10
4.
0

1,
61
2

10
5.
1

1,
59
9

10
3.
8

23
.4

53
3

10
5.
5

56
4

10
3.
9

89
3

24
2.
8

44
1

10
3.
1

43
4

10
2.
2

31
5

11
4.
0

5
47
0

88
.0

51
2

10
4.
7

85
5

20
7.
3

39
4

10
2.
5

39
0

10
4.
9

32
0

11
0.
4

6
52
3

11
2.
3

52
6

10
6.
8

85
2

22
0.
9

40
7

10
5.
1

41
6

10
7.
1

31
1

10
7.
6

7
57
3

10
9.
4

46
1

94
.1

96
4

22
9.
9

35
4

92
.8

35
0

90
.8

31
6

11
0.
5

期
　
計

2,
10
0

10
3.
5

2,
06
0

10
2.
2

1,
59
7

10
1.
0

1,
59
0

10
1.
3

8
72
0

14
0.
0

45
5

96
.2

1,
22
9

26
7.
0

35
1

95
.8

36
5

10
1.
0

30
2

10
3.
8

9
58
0

45
.4

49
9

10
1.
5

1,
30
9

10
5.
1

38
4

10
0.
6

38
7

10
0.
4

29
8

10
4.
2

10
60
0

25
5.
4

49
7

99
.1

1,
41
2

14
4.
1

38
5

97
.7

38
7

10
1.
2

29
7

99
.5

11
50
7

99
.5

52
3

10
1.
2

1,
39
6

14
3.
6

41
0

10
1.
5

40
1

98
.6

30
6

10
3.
4

期
　
計

2,
40
6

94
.9

1,
97
4

99
.5

1,
53
1

98
.9

1,
54
1

10
0.
2

12
45
3

94
.6

54
2

98
.7

1,
30
7

14
4.
9

42
8

99
.8

43
5

10
0.
0

29
8

10
3.
2

24
.1

35
6

83
.6

45
2

98
.0

1,
21
1

13
9.
7

35
4

98
.1

33
6

97
.0

31
7

10
4.
3

2
48
9

86
.7

48
3

10
0.
8

1,
21
7

12
7.
9

38
0

10
2.
0

37
3

10
1.
5

32
4

10
4.
8

3
期
　
計

年
度
計

（
注
）�　
１
.�玄
麦
の
買
入
・
加
工
数
量
に
は
S
B
S
で
の
買
受
分（
19
年
度
か
ら
）、
大
臣
証
明
制
度
に
よ
る
輸
出
見
返
り
分
、
納
付
金
輸
入
分
、
民
間
流
通
麦
及
び
そ
の
他
国
内
産
麦
を
含
み
、
小
麦
粉
の
生
産
・
販
売
量
は
、
輸
出
分
を
除
い
た
数
量

で
あ
る
。

２
.「
製
粉
・
精
麦
・
麦
茶
工
場
需
給
実
績
報
告
」（
総
合
食
料
局
食
糧
貿
易
課
）に
よ
る
。

３
.四
捨
五
入
の
関
係
で
内
訳
と
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

４
.2
4年
2月
分
は
速
報
の
た
め
、
遡
っ
て
訂
正
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
単
位
：
千
ト
ン
、
前
年
比
％
）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
小

麦
加

工
食

品
の

輸
入

の
推

移
区 分

年 月
レ

ー
ト

小
麦

粉
、小

麦（
ひ

き
割

、ミ
ー

ル
、ペ

レ
ッ

ト
）

小
麦

グ
ル

テ
ン

小
麦

粉
調

製
品

ケ
ー

キ
ミ

ッ
ク

ス
マ

カ
ロ

ニ
、

ス
パ

ゲ
ッ

テ
ィ

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

16
年

10
8

1,
42

5
25

.2
12

2,
26

3
14

,3
25

7.
2

2,
36

1,
64

8
13

6,
25

6
2.

8
14

,0
61

,0
30

8,
35

4
−

6.
3

67
7,

82
5

11
1,

52
7

3.
5

12
,6

57
,9

10
17

11
0

1,
91

9
34

.7
16

6,
34

0
16

,0
66

12
.2

2,
70

9,
75

1
13

9,
80

2
2.

6
15

,4
75

,6
98

9,
52

0
14

.0
82

4,
08

3
10

9,
60

3
−

1.
7

12
,5

66
,3

31
18

11
6

1,
88

3
−

1.
9

16
9,

52
2

14
,7

29
−

8.
3

2,
54

3,
18

1
13

8,
51

0
−

0.
9

16
,4

60
,9

30
5,

88
8

−
38

.1
56

3,
06

6
10

9,
79

1
0.

2
13

,1
21

,7
24

19
11

8
2,

05
3

9.
0

20
7,

11
3

16
,5

11
12

.1
3,

27
5,

37
2

11
7,

02
1

−
15

.5
16

,4
65

,3
90

6,
39

8
8.

6
72

1,
60

9
10

4,
41

1
−

4.
9

13
,9

35
,6

05
20

10
4

1,
87

9
−

8.
5

24
3,

24
3

16
,8

76
2.

2
3,

78
9,

46
9

10
0,

16
1

−
14

.4
16

,0
01

,4
23

4,
91

1
−

23
.2

70
2,

38
7

12
7,

25
4

21
.9

22
,3

55
,3

55
21

93
.5

1,
99

1
6.

0
21

4,
24

4
15

,5
43

−
7.

9
2,

99
3,

55
5

10
2,

46
4

2.
3

13
,8

12
,3

63
5,

07
5

3.
3

59
6,

24
8

11
6,

41
6

−
8.

5
16

,0
00

,4
37

22
88

1,
88

9
−

5.
1

18
8,

39
1

16
,4

07
5.

6
3,

09
4,

53
9

10
6,

54
7

4.
0

14
,2

82
,4

73
5,

23
9

3.
2

56
5,

12
9

12
0,

65
4

3.
6

13
,6

61
,9

74
23

80
2,

22
9

18
.0

22
4,

80
4

19
,4

29
18

.4
3,

55
4,

04
3

10
7,

82
2

1.
2

14
,8

80
,2

65
5,

07
9

−
3.

1
58

0,
68

1
13

4,
47

0
11

.5
14

,5
39

,2
96

24
年

1月
77

20
9

16
.8

16
,4

93
1,

23
7

−
24

.3
21

3,
89

7
7,

88
0

−
17

.1
1,

19
0,

13
5

44
7

9.
6

59
,8

08
9,

55
1

−
7.

5
1,

02
4,

57
3

2
77

21
7

21
.9

18
,1

08
1,

46
0

9.
7

26
8,

31
4

8,
08

9
17

.0
1,

11
0,

52
4

44
8

6.
5

51
,7

63
10

,0
82

14
.1

1,
06

7,
01

5
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

24
年

1月
〜

12
月

累
計

42
6

19
.3

34
,6

01
2,

69
7

ー
9.

0
48

2,
21

1
15

,9
70

ー
2.

8
2,

30
4,

69
3

89
5

8.
0

11
1,

57
1

19
,6

33
2.

4
2,

09
1,

58
8

米
国

27
44

0,
0

2,
25

4
87

ー
64

.1
20

,9
17

1,
07

6
ー

14
.2

19
3,

36
1

63
0

18
.0

76
,5

42
3,

21
9

4.
7

40
6,

70
2

英
国

11
4

12
,9

25
中

国
18

−
50

.0
1,

66
2

1,
98

7
17

.6
40

1,
79

4
仏

国
93

ー
22

.5
10

,0
21

18
3

ー
2.

9
26

,6
23

75
1

11
9.

2
25

9,
80

0
香

港
3

ー
69

.3
1,

11
7

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

19
8

10
.0

14
,1

72
ト

ル
コ

3,
70

7
10

0.
4

26
6,

21
6

ス
リ

ラ
ン

カ
韓

国
37

9
10

.2
57

,8
72

6,
57

5
0.

8
52

2,
80

9
22

5
ー

22
.6

24
,5

02
タ

イ
1

ー
96

.0
46

1
31

1,
75

0.
1

7,
54

6
独

国
13

22
5.

0
1,

67
1

33
9

ー
29

.5
42

,7
26

15
6

ー
1.

7
48

,7
24

15
3,

41
7

カ
ナ

ダ
27

6
ー

22
.7

54
,4

40
72

5
ー

14
.2

49
,6

74
デ

ン
マ

ー
ク

ブ
ラ

ジ
ル

2
56

9
19

8.
6

2,
51

7
ス

イ
ス

19
ー

38
.7

7,
25

8
オ

ラ
ン

ダ
1

ー
95

.0
38

9
13

6
86

.4
32

,9
49

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

2,
53

7
7.

1
38

6,
23

0
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

2
0

31
3

1,
39

7
ー

12
.7

27
4,

31
4

84
7

ー
10

.1
11

9,
90

5
18

68
2.

6
2,

09
0

台
湾

24
1

ー
29

.8
59

,9
01

ベ
ト

ナ
ム

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

42
3

ー
5.

9
13

3,
49

4
マ

レ
ー

シ
ア

59
ー

74
.2

23
,2

44
フ

ィ
リ

ピ
ン

ベ
ル

ギ
ー

79
30

.4
26

,0
10

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

19
ー

51
.6

3,
26

8
ス

ペ
イ

ン
30

22
6.

2
4,

42
3

2
35

2
伊

国
27

3
39

.3
19

,1
78

11
,7

59
11

.7
1,

34
1,

14
2

そ
の

他
18

ー
40

.0
1,

16
4

27
26

1.
8

7,
55

4
7

2,
41

2
89

0
8.

4
68

,0
35

（
次

頁
に

つ
づ

く
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

区 分
年 月

レ
ー

ト
う

ど
ん

お
よ

び
そ

う
め

ん
そ

の
他

の
め

ん
類

食
パ

ン
、

乾
パ

ン
類

ビ
ス

ケ
ッ

ト
ふ

　
す

　
ま

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

16
年

10
8

1,
52

1
−

31
.6

39
4,

30
2

20
,1

73
27

.1
6,

13
4,

47
0

9,
05

2
14

.0
2,

37
4,

57
2

25
,1

82
21

.9
8,

12
7,

77
6

82
,5

38
17

.5
1,

19
0,

25
0

17
11

0
1,

82
4

19
.9

43
8,

19
0

21
,9

13
8.

6
7,

00
0,

18
2

9,
50

0
5.

0
2,

55
2,

98
1

23
,9

37
−

4.
9

7,
99

6,
47

4
10

0,
49

3
21

.8
1,

54
4,

01
2

18
11

6
1,

68
1

−
7.

8
43

3,
96

6
22

,9
84

4.
9

7,
35

5,
19

6
10

,0
58

5.
9

3,
04

6,
14

3
24

,4
80

2.
3

8,
44

5,
27

2
89

,0
37

−
11

.4
1,

46
2,

15
3

19
11

8
1,

77
5

5.
6

42
5,

81
4

22
,9

60
−

0.
1

7,
58

2,
28

6
8,

06
5

−
19

.8
2,

71
5,

39
2

23
,1

05
−

5.
6

9,
03

8,
27

2
95

,2
69

7.
0

2,
03

3,
96

3
20

10
4

88
3

−
50

.3
28

1,
94

6
23

,1
19

0.
7

7,
59

4,
58

5
5,

56
2

−
31

.0
1,

97
7,

81
7

17
,9

98
−

22
.1

8,
02

3,
83

2
11

7,
78

1
23

.6
3,

10
0,

76
4

21
93

.5
68

8
−

22
.0

15
5,

52
4

24
,3

40
5.

3
6,

81
5,

39
6

5,
61

9
1.

0
1,

74
1,

20
1

16
,5

06
−

8.
3

6,
70

6,
09

4
11

0,
35

0
−

6.
3

1,
98

6,
58

6
22

88
48

4
−

29
.6

13
1,

50
3

23
,9

50
−

1.
6

5,
80

2,
78

0
8,

31
4

48
.0

2,
71

7,
99

8
19

,3
60

17
.3

7,
14

1,
79

6
94

,5
62

−
14

.3
1,

76
4,

46
2

23
80

34
0

ー
29

.8
10

1,
07

5
25

,7
17

7.
4

6,
36

0,
91

6
7,

75
0

ー
6.

8
2,

14
1,

93
4

22
,1

28
14

.3
8,

01
6,

54
5

99
,4

33
5.

2
1,

92
8,

84
6

24
年

1月
77

7
30

2.
2

1,
88

3
2,

17
3

1.
9

52
9,

04
1

61
5

4.
1

14
9,

90
2

1,
92

3
18

.9
66

5,
25

2
62

7
ー

62
.5

14
,6

73
2

77
20

20
.4

4,
00

2
1,

39
5

20
.7

36
2,

16
0

63
3

23
.1

16
1,

00
5

1,
54

8
20

.5
55

8,
84

6
7,

68
7

34
.7

14
6,

10
8

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
24

年
1月

〜
12

月
累

計
27

31
.1

5,
88

5
3,

56
8

8.
3

89
1,

20
1

1,
24

8
13

.6
31

0,
90

7
3,

47
2

19
.7

1,
22

4,
09

8
8,

31
4

38
.1

16
0,

78
1

米
国

39
9

26
6.

4
67

,8
16

47
5

98
.8

19
1,

01
6

19
ー

50
.0

1,
33

0
英

国
2

1,
01

0
11

5
35

.9
76

,9
74

42
ー

2.
3

4,
65

0
中

国
21

86
.7

3,
70

3
2,

74
2

1.
8

69
0,

39
6

18
3

ー
19

.4
59

,5
72

35
6

ー
31

.4
83

,2
43

仏
国

9
21

.8
4,

19
4

12
5

ー
11

.3
47

,0
13

21
5

90
.9

11
6,

68
3

香
港

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

19
ー

67
.2

6,
46

8
7,

26
3

83
.0

13
5,

24
2

ト
ル

コ
0

24
1

ス
リ

ラ
ン

カ
韓

国
32

2
56

.8
80

,5
74

19
9

3.
3

11
0,

35
1

タ
イ

45
ー

84
.4

30
,2

11
86

ー
55

.0
18

,1
91

20
2

17
0.

3
41

,1
78

独
国

50
ー

39
.8

13
,5

09
26

76
.3

19
,2

36
カ

ナ
ダ

21
ー

71
.4

5,
13

5
12

2
29

.1
35

,3
60

デ
ン

マ
ー

ク
21

0
ー

88
.1

42
,3

03
79

ー
6.

1
36

,7
73

ブ
ラ

ジ
ル

36
ー

73
.2

6,
48

4
ス

イ
ス

7
ー

38
.3

1,
65

5
12

ー
44

.1
19

,3
48

オ
ラ

ン
ダ

16
0.

2
4,

46
6

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

1
25

0
95

ー
6.

3
52

,9
38

39
6

ー
60

.0
7,

82
8

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
6

ー
64

.1
2,

18
2

3
3,

96
4

22
32

5.
4

15
,8

71
台

湾
33

ー
31

.3
8,

11
3

43
18

6.
4

11
,5

07
13

95
.2

4,
60

3
ベ

ト
ナ

ム
16

3
4.

9
33

,1
34

3
ー

1.
0

71
2

21
9

24
.8

48
,1

99
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
マ

レ
ー

シ
ア

14
ー

53
.1

5,
29

6
42

2
15

.1
12

2,
83

2
フ

ィ
リ

ピ
ン

1
0

1,
31

7
42

4
12

4.
8

81
7,

78
3

ベ
ル

ギ
ー

14
6

53
.9

61
,4

63
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
ス

ペ
イ

ン
18

21
4.

6
6,

07
1

41
11

0.
1

11
,9

83
伊

国
25

1
ー

46
.3

44
,3

76
27

9.
7

10
,5

98
83

92
.1

27
,6

53
そ

の
他

2
ー

76
.4

20
3

54
ー

13
.1

14
,9

88
13

1
ー

31
.5

48
,9

69
（

注
）

財
務

省
貿

易
統

計
（

全
国

分
＞

品
別

国
別

表
＞

輸
入

＞
月

次
）

に
よ

る
。
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

区 分
年 月

レ ー ト

小
麦

粉
、小

麦（
ひ

き
割

、ミ
ー

ル
、ペ

レ
ッ

ト
）

小
麦

粉
調

製
品（

ケ
ー

キ
ミ

ッ
ク

ス
を

含
む

）
マ

カ
ロ

ニ
お

よ
び

ス
パ

ゲ
ッ

テ
ィ

う
ど

ん
お

よ
び

そ
う

め
ん

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

16
年

10
8

30
4,

46
5

−
4.

5
8,

33
2,

83
4

1,
79

1
16

.0
55

8,
95

9
32

8
−

20
.0

45
,1

88
7,

71
9

17
.3

2,
00

8,
63

7
17

11
0

28
9,

91
1

−
4.

8
8,

04
8,

04
9

2,
31

7
29

.4
74

4,
43

9
1,

05
4

22
1.

3
11

0,
26

0
7,

86
3

1.
9

2,
06

2,
50

2
18

11
6

29
0,

03
3

0.
0

7,
89

5,
26

1
2,

44
2

5.
4

79
7,

96
5

1,
19

6
13

.4
12

6,
17

4
10

,0
65

28
.0

2,
47

6,
42

8
19

11
8

25
5,

37
7

−
11

.9
7,

72
5,

61
1

3,
15

1
29

.1
1,

04
3,

14
4

1,
15

0
−

3.
8

14
0,

80
0

12
,5

61
24

.8
2,

98
8,

51
3

20
10

4
18

6,
88

2
−

26
.8

8,
33

8,
08

5
3,

37
7

7.
1

1,
24

2,
74

2
74

3
−

35
.4

15
0,

11
2

12
,5

17
−

0.
3

3,
22

7,
62

3
21

93
.5

18
5,

22
9

−
0.

9
5,

41
4,

48
2

3,
11

3
−

7.
8

1,
15

0,
48

4
82

2
10

.6
15

0,
82

5
11

,9
47

−
4.

6
3,

12
4,

77
2

22
88

19
6,

18
3

5.
9

5,
86

0,
02

2
3,

57
4

14
.8

1,
25

6,
70

0
77

0
−

6.
3

13
9,

83
5

12
,4

92
4.

6
3,

21
4,

54
5

23
80

19
1,

48
0

ー
2.

4
5,

79
1,

14
7

2,
49

7
ー

30
.1

91
7,

04
0

60
7

−
21

.1
10

3,
14

2
11

,7
28

ー
6.

1
3,

00
5,

45
4

24
年

1月
77

14
,4

75
33

.1
40

9,
94

3
23

0
48

.6
70

,7
42

27
ー

44
.6

4,
91

1
69

3
ー

28
.6

16
8,

18
7

2
77

17
,3

49
−

13
.5

45
8,

36
7

17
4

−
7.

3
69

,7
73

57
−

4.
7

9,
11

2
83

2
−

10
.3

21
8,

11
1

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
24

年
1〜

12
月

計
31

,8
24

2.
9

86
8,

31
0

40
4

18
.0

14
0,

51
5

84
−

22
.5

14
,0

23
1,

52
5

−
19

.6
38

6,
29

8

区 分
年 月

レ ー ト

ビ
ス

ケ
ッ

ト（
ス

イ
ー

ト
）

そ
の

他
の

ベ
ー

カ
リ

ー
製

品
等

イ
ン

ス
タ

ン
ト

ラ
ー

メ
ン

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

16
年

10
8

76
9

−
26

.9
72

0,
62

8
9,

32
8

13
.5

7,
10

4,
28

5
8,

28
8

−
5.

2
2,

84
7,

15
8

17
11

0
71

9
−

6.
6

76
2,

77
9

12
,2

74
31

.6
8,

72
2,

21
5

8,
44

5
1.

9
3,

21
4,

04
8

18
11

6
76

2
6.

1
80

4,
13

1
13

,1
20

6.
9

9,
75

5,
78

3
9,

09
1

7.
7

3,
58

6,
18

7
19

11
8

1,
09

8
44

.2
1,

13
3,

75
8

14
,6

88
12

.0
11

,5
36

,6
37

9,
20

0
1.

2
3,

64
5,

44
7

20
10

4
1,

19
8

9.
1

1,
27

0,
76

2
14

,6
72

−
0.

1
12

,1
15

,1
07

8,
12

0
−

11
.7

3,
50

7,
61

6
21

93
.5

88
6

−
26

.1
99

3,
50

6
11

,9
72

−
18

.4
10

,2
58

,8
66

6,
18

1
−

23
.9

2,
91

9,
64

9
22

88
97

4
10

.0
1,

06
7,

43
6

13
,3

43
11

.5
11

,7
70

,9
35

5,
98

1
−

3.
2

2,
82

5,
81

2
23

80
69

8
ー

28
.4

80
1,

03
2

11
,9

67
ー

10
.3

10
,0

91
,5

46
5,

01
2

ー
16

.2
2,

14
6,

06
2

24
年

1月
77

66
−

11
.5

57
,3

38
82

6
ー

3.
9

71
4,

87
6

32
4

−
21

.2
13

5,
29

6
2

77
46

−
18

.7
47

,7
33

1,
05

1
2.

1
94

0,
74

8
43

7
1.

4
18

3,
40

5
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

24
年

1〜
12

月
計

11
2

−
14

.6
10

5,
07

1
1,

87
7

−
0.

7
1,

65
5,

62
7

76
1

−
9.

6
31

8,
70

1
（

注
）

①
財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

出
＞

月
次

）
に

よ
る

。
　

　
②

そ
の

他
の

ベ
ー

カ
リ

ー
製

品
等

は
、

ス
イ

ー
ト

ビ
ス

ケ
ッ

ト
お

よ
び

米
菓

を
除

く
焼

菓
子

類
並

び
に

ラ
イ

ス
ペ

ー
パ

ー
等

を
い

う
。

小
麦

加
工

食
品

の
輸

出
の

推
移

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
国

際
価

格
の

推
移

品
　

　
　

　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
04

（
3.

86
）

14
2

（
3.

75
）

13
8

（
3.

73
）

13
7

（
3.

83
）

14
1

（
3.

54
）

13
0

（
3.

51
）

12
9

（
3.

33
）

12
2

（
3.

03
）

11
1

（
3.

37
）

12
4

（
3.

19
）

11
7

（
3.

06
）

11
2

（
3.

03
）

11
1

（
シ

カ
ゴ

・
S

R
W

小
麦

N
o.

2，
期

近
も

の
）

20
05

（
2.

98
）

10
9

（
3.

00
）

11
0

（
3.

68
）

13
5

（
3.

09
）

11
4

（
3.

06
）

11
3

（
3.

23
）

11
9

（
3.

49
）

12
8

（
3.

16
）

11
6

（
3.

23
）

11
9

（
3.

39
）

12
5

（
3.

07
）

11
3

（
3.

19
）

11
7

20
06

（
3.

29
）

12
1

（
3.

52
）

12
9

（
3.

62
）

13
3

（
3.

50
）

12
9

（
4.

00
）

14
7

（
3.

62
）

13
3

（
3.

66
）

13
4

（
3.

77
）

13
8

（
3.

93
）

14
4

（
5.

43
）

19
9

（
4.

82
）

17
7

（
4.

94
）

18
2

20
07

（
4.

64
）

17
0

（
4.

53
）

16
7

（
4.

61
）

16
9

（
4.

88
）

17
9

（
4.

97
）

18
3

（
6.

07
）

22
3

（
6.

02
）

22
1

（
6.

97
）

25
6

（
8.

46
）

31
1

（
9.

53
）

35
0

（
7.

78
）

28
2

（
8.

55
）

31
4

20
08

（
9.

32
）

34
2

（
9.

43
）

37
8

（
10

.9
3）

42
6

（
8.

96
）

32
9

（
7.

76
）

28
4

（
8.

77
）

32
2

（
8.

11
）

29
8

（
8.

25
）

30
3

（
7.

27
）

26
7

（
5.

56
）

20
4

（
5.

34
）

19
6

（
5.

20
）

19
1

20
09

（
5.

69
）

20
9

（
5.

36
）

19
7

（
5.

44
）

20
0

（
5.

22
）

19
2

（
5.

78
）

21
2

（
5.

75
）

21
1

（
5.

35
）

19
6

（
4.

82
）

17
7

（
4.

71
）

17
3

（
5.

05
）

18
6

（
5.

39
）

19
8

（
5.

37
）

19
7

20
10

（
5.

10
）

18
7

（
4.

87
）

17
9

（
4.

79
）

17
6

（
4.

91
）

18
0

（
4.

72
）

17
3

（
4.

52
）

16
6

（
5.

96
）

21
9

（
7.

03
）

25
8

（
7.

27
）

26
7

（
7.

05
）

25
9

（
6.

73
）

24
7

（
7.

65
）

28
1

20
11

（
7.

73
）

28
4

（
8.

40
）

30
9

（
6.

68
）

24
5

（
7.

44
）

27
3

（
7.

36
）

27
1

（
6.

73
）

24
7

（
6.

95
）

25
5

（
7.

13
）

26
2

（
6.

96
）

25
6

（
6.

23
）

22
9

（
6.

33
）

23
2

（
5.

79
）

21
3

20
12

（
6.

02
）

22
1

（
6.

26
）

23
0

（
6.

65
）

24
4

（
6.

24
）

22
9

と
う

も
ろ

こ
し

20
04

（
2.

67
）

10
5

（
2.

83
）

11
2

（
3.

02
）

11
9

（
3.

16
）

12
5

（
3.

00
）

11
8

（
2.

86
）

11
3

（
2.

36
）

93
（

2.
25

）
89

（
2.

14
）

84
（

2.
06

）
81

（
1.

99
）

78
（

2.
00

）
79

（
シ

カ
ゴ

，
イ

エ
ロ

ー
・

コ
ー

ン
N

o.
2，

期
近

も
の

）
20

05
（

2.
00

）
79

（
2.

00
）

79
（

2.
14

）
84

（
2.

08
）

82
（

2.
08

）
82

（
2.

22
）

87
（

2.
37

）
93

（
2.

15
）

85
（

2.
04

）
80

（
2.

02
）

80
（

1.
93

）
76

（
2.

02
）

80

20
06

（
2.

13
）

84
（

2.
23

）
88

（
2.

24
）

88
（

2.
37

）
93

（
2.

45
）

97
（

2.
38

）
94

（
2.

44
）

96
（

2.
30

）
91

（
2.

42
）

95
（

3.
03

）
11

9
（

3.
56

）
14

0
（

3.
70

）
14

6

20
07

（
3.

91
）

15
4

（
4.

11
）

16
2

（
4.

02
）

15
8

（
3.

62
）

14
2

（
3.

70
）

14
6

（
3.

81
）

15
0

（
3.

26
）

12
8

（
3.

31
）

13
0

（
3.

51
）

13
8

（
3.

69
）

14
5

（
3.

69
）

14
5

（
3.

86
）

15
2

20
08

（
5.

08
）

20
0

（
5.

01
）

20
3

（
5.

56
）

21
5

（
6.

06
）

23
9

（
5.

91
）

23
6

（
7.

33
）

28
8

（
6.

47
）

25
5

（
5.

30
）

20
9

（
5.

62
）

22
1

（
3.

88
）

15
3

（
3.

86
）

15
2

（
3.

75
）

14
8

20
09

（
3.

65
）

14
4

（
3.

63
）

14
3

（
3.

92
）

15
4

（
3.

94
）

15
5

（
4.

17
）

16
4

（
4.

06
）

16
0

（
3.

30
）

13
0

（
3.

19
）

12
6

（
3.

47
）

13
6

（
3.

73
）

14
7

（
3.

91
）

15
4

（
4.

08
）

16
0

20
10

（
3.

72
）

14
6

（
3.

62
）

14
2

（
3.

63
）

14
3

（
3.

64
）

14
3

（
3.

63
）

14
3

（
3.

54
）

13
9

（
3.

92
）

15
4

（
4.

12
）

16
2

（
4.

95
）

19
5

（
5.

63
）

22
2

（
5.

56
）

21
9

（
5.

84
）

23
0

20
11

（
6.

49
）

25
5

（
6.

91
）

27
2

（
6.

36
）

25
0

（
7.

42
）

29
2

（
6.

97
）

27
5

（
7.

02
）

27
6

（
7.

01
）

27
6

（
7.

07
）

27
8

（
7.

01
）

27
6

（
6.

40
）

25
2

（
6.

46
）

25
4

（
5.

79
）

22
8

20
12

（
6.

00
）

23
6

（
6.

27
）

24
7

（
6.

69
）

26
3

（
6.

29
）

24
8

（
注

）
1．

小
麦

は
、

シ
カ

ゴ
相

場
に

よ
る

月
央

の
終

値
で

あ
る

（
20

12
年

4月
分

は
4月

13
日

）。
2．

と
う

も
ろ

こ
し

は
シ

カ
ゴ

相
場

に
よ

る
月

平
均

価
格

で
あ

る
。

（
単

位
：

ト
ン

当
た

り
ド

ル
、（

　
）

内
は

ブ
ッ

シ
ェ

ル
当

た
り

ド
ル

）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

入
札
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よ
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：
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落
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落
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※
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落
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※
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落
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落
札

価
格

（
加

重
平

均
）

※
税

別

※
左

の
税

込
み

価
格

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

※
左

の
税

込
み

価
格

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

※
左

の
税

込
み

価
格

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

※
左

の
税

込
み

価
格

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

※
左

の
税

込
み

価
格

ア
メ

リ
カ

W
W

62
,5

25
22

,4
03

23
,5

23
63

,4
76

21
,4

08
22

,4
78

73
,1

85
22

,4
05

23
,5

25
56

,0
35

24
,2

73
25

,4
87

68
,2

62
26

,3
40

27
,6

57

S
H

56
,4

85
26

,8
95

28
,2

40
67

,4
95

24
,9

36
26

,1
83

96
,9

00
25

,0
43

26
,2

95
56

,4
92

26
,6

26
27

,9
57

71
,3

01
28

,8
87

30
,3

31

D
N

S
41

,7
19

34
,8

99
36

,6
44

75
,4

68
32

,4
94

34
,1

19
10

5,
67

5
31

,1
74

32
,7

33
72

,8
87

31
,9

03
33

,4
98

79
,7

29
34

,8
79

36
,6

23

小
  計

16
0,

72
9

27
,2

25
28

,5
86

20
6,

43
9

26
,6

14
27

,9
45

27
5,

76
0

26
,6

92
28

,0
27

18
5,

41
4

27
,9

89
29

,3
88

21
9,

29
2

30
,2

73
31

,7
87

カ
ナ

ダ
1C

W
94

,1
19

34
,1

07
35

,8
12

74
,2

56
32

,2
02

33
,8

12
10

5,
58

0
31

,2
57

32
,8

20
92

,2
62

32
,3

49
33

,9
66

73
,9

96
34

,3
18

36
,0

34

小
  計

94
,1

19
34

,1
07

35
,8

12
74

,2
56

32
,2

02
33

,8
12

10
5,

58
0

31
,2

57
32

,8
20

92
,2

62
32

,3
49

33
,9

66
73

,9
96

34
,3

18
36

,0
34

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
A

S
W

58
,5

10
23

,7
70

24
,9

59
60

,7
20

23
,3

87
24

,5
56

93
,3

65
23

,6
18

24
,7

99
54

,2
24

26
,7

84
28

,1
23

72
,2

89
27

,2
85

28
,6

49

小
  計

58
,5

10
23

,7
70

24
,9

59
60

,7
20

23
,3

87
24

,5
56

93
,3

65
23

,6
18

24
,7

99
54

,2
24

26
,7

84
28

,1
23

72
,2

89
27

,2
85

28
,6

49

計
31

3,
35

8
28

,6
47

30
,0

79
34

1,
41

5
27

,2
55

28
,6

18
47

4,
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29
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,4
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36

5,
57

7
30

,5
01

32
,0
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（
注

 ）
上

表
の

詳
細

は
、

農
林

水
産

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ「
申

請
・

お
問

い
合

わ
せ

」を
検

索
し

、
次

に「
調

達
・

入
札

」
の

「
調

達
情

報
・

公
表

事
項

」を
検

索
し

て
、「

契
約

情
報

の
公

表
」

の
「

契
約

に
係

る
情

報
の

公
表

」を
検

索
し

、「
食

料
安

定
供

 
給

特
別

会
計

」を
検

索
し（

ア
ド

レ
ス「

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
aff

.g
o.

jp
/j

/s
up

pl
y/

ko
uh

yo
u/

ke
iy

ak
u/

ky
ok

yu
.h

tm
l」

）、「
米

管
理

勘
定

・
麦

管
理

勘
定

・
業

務
勘

定
」の

「
一

般
競

争
入

札
・

指
名

競
争

入
札（

物
品

役
務

等
）」

を
検

索
し

て
輸

入
小

麦
に

該
当

す
る

箇
所

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

資
料

：
農

林
水

産
省

総
合

食
料

局
食

糧
貿

易
課

）

輸
入

食
糧

小
麦

の
入

札
結

果（
港

湾
諸

経
費

を
除

く
）の

概
要

（
単

位
：

ト
ン

、
円

／
ド

ル
当

た
り

）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★平成24年度「表の需給に関する見通し」の

公表について

農林水産省は、「食料・農業・農村政策審議

会食糧部会（3月28日開催）」の審議を踏まえて平

成24年度の「麦の需給に関する見通し」を策定し

ました。

「表の需給に関する見通し」

「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法

律（平成6年法律第113号）第41条」の規定に基づ

き、麦の総需要量、国内産麦の流通量、外国産

麦の輸入量等を示した需給見通しとして、毎年

3月末までに定めることとされています。

麦の需給に関する見通し

麦の需給に関する見通しの策定の考え方

麦の需給については、国内産麦では量的又は

質的に満たせない需要分について、国家貿易に

より外国産麦を計画的に輸入することとしてい

ます。

近年の総需要量や国

内産麦の流通量の実績

等を踏まえた平成24年

度の麦の需給に関する

見通しは、以下のとお

りとします。

1 － 1 　食糧用小麦

の総需要量

食糧用小麦の1人当

たりの年間消費量は、

概ね31〜33kgで推移

しています（図1）。

このため、平成24年度の食糧用小麦の総需要

量（注）は、近年の平均的な需要量になると見込

まれることから、過去5年（平成19年度から平成

23年度まで）のうち、国際価格の高騰により政

府売渡価格が上昇し、需要量が減少した平成20

年度及び東日本大震災による一時的な需要増等

により需要量が増加した平成23年度を除いて算

出した3か年の平均需要量である561万トンと見

通します（表1）。

（注）　総需要量は、国内産食糧用麦の流通数量

及び政府からの外国産食糧用麦の販売数量の合

計である（以下同じ。）。

1 － 2 　国内産食糧用小麦の流通量

（1）　国内産食糧用小麦の供給量（当年産の小

麦のうち、生産者から実需者に引き渡された

数量）

平成24年産の国内産食糧用小麦の供給量は、

平成23年8月の民間流通連絡協議会において報

プレスリリース 平成24年3月28日
農 林 水 産 省

図1　食糧用小麦の消費量の推移（1人1年当たり）

資料：農林水産省「食料需給表」
　注：平成22年度の数値は、概算値である。

昭和35

Kg

昭和42年度
31.6Kg

平成22年度
32.7Kg

昭和35年度
25.8Kg

40

34

32

30

28

26

24
45 50 55 60 平成２ 7 12 17 22年度
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

告された平成24年産の作付予定面積に、10a当

たりの平均収量（注1）388kgを乗じ、さらに、食

糧用供給割合（96.9%）（注2）を乗じて、78万トン

と見通します（表2）。

（注1）　過去7か年（平成16年産〜平成22年産）の

10a当たりの収量のうち、最高及び最低を除い

た5か年の平均値（都道府県別）を平成23年産の

都道府県別の作付面積で加重平均したもの（以

下同じ。）。

（注2）　当年産のうち、生

産者から実需者に引き渡さ

れた割合。平成24年産につ

いては、平成21年産〜平成

23年産の平均値である（以

下同じ。）。

（2）　国内産食糧用小麦の

流通量（前年産と当年産

の食糧用小麦のうち、当

年度内に市場に流通した

量）

平成24年度の国内産食糧

用小麦の流通量は、平成24

年産の国内産食糧用小麦の

供給量に、過去の供給実績から見通される

年度内供給比率（注3）を乗じ、さらに、平

成23年産国内産食糧用小麦の在庫量を加

えて、73万トンと見通します（表2）。

（注3）　当年産のうち、当年度内に生産

者から実需者に引き渡された割合。平成

23年産及び平成24年産については、平成

20年産〜平成22年産の平均値である（以

下同じ。）。

表1　食糧用小麦の総需要量の推移
（単位：万トン）

年度 総需要量 対前年度比
平成19 569 95%
20 548 96%
21 560 102%
22 555 99%

23見込み 574 103%
24見通し 561 98%

表2　国内産食糧用小麦の流通量の推移
（単位：万トン）

年産

食糧用小麦
の供給量
①

うち年度内
供給量
②

年度内供給
比率
②/①

次年度繰越
（在庫）
①－②

平成19 87 41 47.0% 46

20 84 38 44.6% 47

21 64 30 46.5% 34

22 53 25 46.1% 29

23見込み 69 32 45.7% 38

24見通し 78 36 45.7%

24年度流通量見通し 73
注：1）国内産食糧用小麦の供給量は、は種前契約に基づき、生産者から需要者

に引き渡された数量である。
　　2）四捨五入の関係で、計と内訳が一致しないことがある。

表3　 米粉用国内産米の流通量の推移
（単位：万トン）

年産

米粉用米の
取組計画
認定数量
①

24年度内
出回り
比率
②

米粉用米の
24年度
流通量
①×②

平成20 0.06
21 1.3
22 2.8
23 4.0 25.0% 1

24見通し 5.4 75.0% 4

24年度流通量見通し 5
資料：新規需要米取組計画認定結果（農林水産省調べ）
　注：出回り比率は、新米の出回り時期を踏まえ、前年産が当

年4～6月、当年産が7月～翌年3月までとして算出。

製粉振興 2012. 4 44

43-45_資料6(農水)4月_通2



■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

1 － 3 　米粉用国内産米の流通量

平成24年産の米粉用国内産米の取組計画認定

数量は、近年の米粉用米の取組の増加傾向を踏

まえ、平成20年産から平成23年産までの新規需

要米の取組計画認定数量を用いてトレンド（回

帰式）で算出し、5.4万トンと見通します。

平成24年度内の流通量は、新米の出回りや実

需者の取組意向等を考慮し、平成23年産1万ト

ン、平成24年産4万トンとして、5万トンと見通

します（表3）。

1 － 4 　外国産食糧用小麦の需要量

平成24年度の外国産食糧用小麦の需要量は、

総需要量561万トンから国内産食糧用小麦流通

量及び米粉用国内産米流通量78万トンを差し引

いて483万トンと見通します（表４）。

1 － 5 　外国産食糧用小麦の備蓄目標数量

現在、不測の事態に備え、国全体として外国

産食糧用小麦の需要量の2.3か月分の備蓄を行

っています。

平成24年度の備蓄目標は、93万トンとします

（表４）。

なお、民間が2.3か月分を備蓄する場合、そ

のうち1.8か月分については、国が保管料を助

成します。

1 －6　外国産食糧用小麦の輸入量（政府から

の販売数量）

平成24年度の外国産食糧用小麦の輸入量は、

外国産食糧用小麦の需要量から備蓄数量の減少

分を差し引いた478万トンと見通します（表４）。

なお、飼料用小麦の輸入については、別途農

林水産大臣が定める飼料需給計画に基づき、行

います。

表4　平成24年度の食糧用小麦の需給に関する見通し
（単位：万トン）

総需要量 A 561

国
内
産

国内産食糧用小麦の流通量 B 73

米粉用国内産米の流通量 C 5

計 D＝B＋C 78

外国産食糧用小麦の需要量 E=A－D 483

外国産食糧用小麦の備蓄数量
23年度（見込み） a 97

24年度（目標） b 93

増減 F=b－a ▲5

外国産食糧用小麦の輸入量
（政府からの販売数量） Ｇ＝Ｅ＋Ｆ 478

注：四捨五入の関係で、計と内訳が一致しないことがある。
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世界的に歴史のある書物のブリタニカ百科事典が廃刊となるようだ。イギリ○○
ス、エディンバラで初発行されその後アメリカ合衆国で発行されていたが、
224年間にわたる書籍版を廃止して、今後は電子版に移行するという。パソコ
ンの普及に伴い、豊富な情報が随時更新され無料で利用できるフリー百科辞典
の利用拡大が、書籍版を廃刊に追い込んだ。しかし、責任性が不明確という問
題点はあるという。一方、印刷出版は非効率であり辞典編纂には大きな予算が
かかり、コストの回収は課題となっている。平凡社百科事典では「ドイツやフ
ランスでは紙の百科事典の刊行が細々とだが続いており、そういったところに
国の文化や民度が表れる。」「日本でも維持していく。」といい、信頼性のために
も「責任編集」は外さないで出版を続けるという。日本の文化として永く出版さ
れるように応援したい。
4月は新年度。各企業の入社式も一段落した。夢を持った、溌剌とした新入○○
社員は見ていても気持ちが良い。東日本大震災の被災地からも、多数の若者が
就職をしたことだろう。しかし、若者の失業率は10％、他の年齢層の2倍の水
準だという。そのような中で、国家公務員の新規採用枠は13年度には大幅に削
減の方針という。若者の夢がしぼむことにならなければ良いが。また、役所の
窓口が縮小されたりすることのないように願いたいものです。
まもなく八十八夜である。日本茶が好きで毎朝必ず飲んでいる。自分では好○○
みで選んでいて、結構厳しく選択していると思っていたが、業界紙によると、
（消費者からは）「お茶なんてどれも同じ」「商品の違いが分りづらい」と思われて
いるのだ。とのことだ。
うどんvsうどん、食パンvs食パン、パスタvsパスタ。etc
太さ、長さ、茹で時間、厚切り、薄切り、食感。

手にとって見れば違いは分るものの、外見は同じに見える。商品同士の違いは
何なのか。食べて個性が評価されるためのポイントは何か。消費者は「どれも
同じ」「違いは価格」なんて思っていないことを願いたいものです。

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする
ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。
また、この広報誌の内容の充実を図っていきた
いと考えていますので、ご意見等がございました
らお寄せ下さい。
・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、
紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣
味などの話でも結構です
・投稿者名は実名でも筆名でも結構です
・長さは1,200字程度（1頁）とします
・掲載分には薄謝を進呈します

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─
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